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序

本書は、「横市地区県営ほ場整備事業」に伴い、受託事業として都城市教育委員会が発掘調査を実施 した鶴

喰遺跡 (中世編)の調査報告書です。

都城市では、平成 8年から平成17年 にかけて、「横市地区県営ほ場整備事業」に先立つ発掘調査が行われま

した。ここでは、国内最古級の水田跡が確認された坂元A遺跡、鎌倉時代の大規模な館跡が見つかつた加治屋

B遺跡、弥生時代の集落跡で、多数の炭化米を確認 した平田遺跡、縄文晩期の住居跡を検出した肱穴遺跡、古

代の遺物が多 く出土した江内谷遺跡など、本市の歴史上貴重かつ重要な成果が報告されてきています。

さて、本書で報告する鶴喰遺跡は本事業内における発掘調査の端緒となった遺跡調査で、平成 8・ 9年度に

行いました。その結果、 7世紀前半頃のカマ ド構造を備えた住居群、火山災害にみまわれた中世の水田跡、主

に14世紀代とみられる掘立柱建物群と彩 しい出土遺物など、非常に貴重な歴史情報を提供 してくれました。

本書は中世編として鶴喰遺跡最後の刊行となりますが、これが本市文化行政への理解と認識を高め、かつ学

術研究の進展にわずかでも寄与できれば幸いに存 じます。

最後に、本遺跡の発掘調査に従事してくださつた市民の皆様や周辺住民の皆様をはじめ、関係各機関の方々

には多大なご理解とご協力を、また、多くの研究者の皆様には貴重なご助言を賜りました。ここに記して感謝

の意を表します。

平成19年 (2007)3月

都城市教育委員会

教育長 玉 利 一議



例  言

1 本書は県営担い手育成基盤整備事業横市地区 [横市地区ほ場整備事業]に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

2 本遺跡の調査は都城市教育委員会が主体となり、A・ B・ D区 を同市文化課 (当 時)主事米澤英昭、C区

を同課主査 (当 時)矢部喜多夫が担当し、全体を同課嘱託下田代清海が補助 した。

3 現場における調査期間は平成 8ヽ 年10月 1日 から平成 9年 11月 30日 である。

4 遺構実測図・土層断面図の作成は矢部。米澤・下田代が中心になって行い、阿久根敏江。吉村貝J子・吉村洋平・

久留保 。中原貞良・坂元 トミ子 。大盛祐子 。野口虎男 。浜田寛・立山君子・鴇芳明・鴇加代 。外山亜紀子ら

の協力を得た。また遺構分布図の作成にはコンピュータ 。システム株式会社の遺跡調査システム“SITE"
を使用 した。遺構の製図は米澤 。下田代が行い、外山亜紀子・津曲千賀子・中村博勝の協力を得た。

5 本書に関する遺物の実測は、近沢恒典・下田代 。大盛祐子 。水光弘子・奥登根子・水元美紀子・西博子・

福岡八重子・新屋美佳 。八谷邦江・槙尾恵美子が、製図は近沢・下田代 。水光弘子・水元美紀子 。西博子・

福岡八重子・新屋美佳・八谷邦江・槙尾恵美子が行った。また実測・製図の一部を有限会社埋蔵文化財サポー

トシステムに委託 した。遺物データの集成には、大盛・丸崎千鶴子の協力を得た。

6 本書に関する遺構・遺物の写真撮影は近沢 。下田代 。米澤が行った。遺構の空中写真撮影はいスカイサー

ベイに委託 した。

7 使用 した基準方位は磁北であり、レベルは海抜絶対高である。

8 本書の執筆は近沢 (土師器その他・付編)・ 下田代 (陶磁器)。 米澤で分担 し、編集は近沢・下田代 。米澤

が行った。

9 調査。本書の執筆にあたり、重永卓爾氏、能登健氏 (財 団法人群馬県埋蔵文化財事業団)、 永山修一氏 (ラ・

サール学園)、 矢部喜多夫氏、業畑光博氏、横山哲英氏、大盛祐子氏にご教示をいただいた。

10 本書に関する遺物・記録類 (写真 。図面等)は都城市教育委員会文化財課が収蔵・保管している。

11 本書では、下記の略号を用いている。

SB=掘 立柱建物  SC=土 坑  SD=溝 状遺構  SF=道 路状遺構  S」 =焼土遺構

SK=集 石 (軽石)遺構      SS=敷 石状遺構 ST=畝 状遺構   SR=石 組遺構

SX=土 師器溜 り  SY=竪 穴状遺構
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輔

1 調査 の経緯

平成 6年度に、宮崎県北諸県農林振興局から宮崎県文化課 (現宮崎県文化財課。以下「県文化財課」)に対

し、都城市横市町の平成 8年度県営ほ場整備事業工事対象区域における埋蔵文化財の有無の照会がなされた。

そこで県文化財課では、遺跡の範囲や遺存状態をより具体的に把握するために、工事予定地内に2m× 2mの

トレンチを18ヶ所設けて、試掘調査を実施した。その結果、遺物包含層が良好に残存しており、弥生～中世の

遺物が多数出上した。この調査成果を受けて、宮崎県北諸県農林振興局、宮崎県土地改良連合、県文化財課、

都城市の4者間で協議を行い、その結果、破壊を受ける工事予定地北側に位置する高台の一部7,400ぽ について、

記録保存のための発掘調査を実施することとなり、そのうち3,100ぶ を平成 8年度に、4,300」 を平成 9年度に

行うことで合意に至った。これにより、発掘調査を行う都城市と宮崎県北諸県農林振興局との間において、平

成 8年 9月 27日 、「平成 8・ 9年度横市地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する協定書」を取り

交わし、同年 9月 30日 には両者間において平成 8年度発掘調査に伴う委託契約が締結された。

平成 9年度においては、「平成 8。 9年度横市地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する協定書」

をもとに、工事変更に伴う調査増加分700ボ を加え調査面積5,000ぶ として変更協定が結ばれ、そして同年 4月

1日 付で両者間において委託契約が取り交わされた。

現場における発掘調査は、平成 8年度においては、平成 8年 10月 1日 から平成 9年 3月 25日 、平成 9年度に

おいては、平成 9年 4月 3日 から11月 30日 まで行い、現場での調査が終了後、引き続き遺物の整理作業を行っ

た。

-1-



2 調査体制

調査は都城市教育委員会が実施し、経費運用は同市教育委員会文化課 (現都城市文化財課)が行った。調査

組織は以下のとおりである。

i発掘調査体制 :平成 8・ 9年度】

〔調査責任者〕都城市教育長  隈 元  幸 美

〔調査総括〕 都城市文化課長 遠 矢  昭 夫

〔調査事務局〕同課長補佐   綿 田  秋 嗣

同文化財係長  中 村  久 司

〔調査員〕  同主査     矢 部  喜多夫

同主事     米 澤  英 昭
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4.畑 田

8.牧の原第 2

12.蓑原

16.坂元A

20.星原

24.早馬

28.ニ タ元

中央東部地区遺跡群

平峰      34.油 田

大岩田城跡   38.本 ノ前

大岩田上村   42.鴇 尾

梅北城跡    46.笹 ヶ崎鶴喰遺跡

性 r日 ¬ 寸
~~~~下 ~~~言 ~~~~警

nl

母智丘原第 1  2.母 智丘原第 2  3.
新宮城跡    6.母 智丘谷    7.
肱穴      10.今 房      11.
中尾      14.中 尾山・馬渡  15.

坂元B     18.加 治屋B    19
関谷・尻枝   22.胡 摩段     23.
正坂原     26.池 原      27.
都城古墳    30.都 城跡     31.
都城島津家領主館跡         33.
岩立      36.瀬 戸ノ上    37.
大岩田村ノ前  40.宮 尾・立野   41.
黒±      44.横 尾原     45.
尾崎第2    48.尾 崎第 1(貴船寺)

1図 遺跡位置図
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1 歴史的環境

縄文時代については、市内北東部の十三東遺跡において早期の連穴土坑が検出され、中央部の白山原遺跡で

は早期の集石・配石遺構が検出されている。横市地区の肱穴遺跡では中～後期の住居跡が確認された。さらに

坂元A遺跡では水田耕作が行われ、穀物資源の確保されていた事実が確認 している。

弥生時代に関しては、向原遺跡・加治屋遺跡 。高田遺跡等といった中期以降の集落跡が主に確認されている。

土器は大隅特有の山之口式系統と宮崎平野特有の中溝式系統をかけあわせたものがみられ、地域的特徴があら

われている。

古墳期については、市北東部の志和池築池地区に地下式横穴墓が群的な展開をみせている。後期には、鶴喰

遺跡で検出されたように、カマ ドを付す住居がみられるようになる。

古代・平安期には上ノ園第 2遺跡・馬渡遺跡 。大島畠田遺跡のような、いわゆる地方豪族層の居宅跡が確認

されている。なお、この頃より文献資料にも当地方が掲載されるようになり、日向国の郡制や、都城が属 して

いた諸県郡の様相が描かれている。特に「延喜式」諸国駅伝馬条には「日向国駅馬 (中 略)嶋津各五疋」とあり、

当地域が「島津」と呼ばれ、公的施設である「島津駅」が存在 したことがわかる。その後11世紀代には、大宰

府の官僚であつた平季基の開発によつて、のちに巨大荘園となる「島津荘」の基礎が築かれる。

鎌倉初期には惟宗忠久が島津荘の惣地頭職を任され、都城に入つたと伝えられる。これにより忠久は姓を「島

津」と改め、「島津家発祥の地」といわれる由縁をもたらした。

室町初期に至 り、島津本宗家忠宗の子資忠が「北郷三百町」を与えられ、地名から北郷と名を改める。資忠

の子義久は、中世城郭・都城を居城としたとされ、この名称が当市名の曲来になったとされる。

北郷家 8代忠相は、周囲の脅威であった北原氏や伊東氏らと合戦を繰 り返し、都城盆地一帯を統一した。ま

た長子忠親が豊州家 (飲肥)を継承 し、忠親の子 。時久が北郷家を継いで、南九州東部をおさえるその勢力は

強大なものとなった。

豊臣政権による九州侵略によつて島津家はその軍門に降る。北郷家は秀吉から直接朱印状を下付され「御朱

Ell衆」となり、都城盆地の支配権を安堵されるが、大閤検地後の所替によつて祁答院へ移された。文禄・慶長

年間には秀吉の朝鮮侵略に召集された島津家に従い、北郷家に替わって都城領主となった伊集院忠棟、北郷忠

虎らが出兵する。忠虎は戦地において病死 し、忠能が家督を継承する。慶長 4年 (1599)に は島津本宗家と家

老伊集院家の戦いである「庄内の乱」が起こった。翌年までにわたる大激戦ののち伊集院家は降伏 し、北郷家

はその戦功によつて都城へ復帰することとなった。

近世においては、鹿児島藩の私領 として、引き続き北郷 (都城島津)家 による統治が行われた。都城島津家

は藩主に継 ぐ禄高や本藩同様の職制機構を有 し、「五日六外城」制に基づ き、各所に地頭を置いて支配 した。

支配機構は、藩とは別個な組織を形成 しており、その行政は都城家老の合議によるもので、藩からは一定の自

律性をも有 していた。

戊辰の役に際しては本藩に従い、北郷資常率いる都城隊182名 が参戦 した。西南の役においては西郷軍の一

員として1,550名 が参加 しており、彼等の招魂塚が今も残っている。

明治 4年の廃藩置県に伴って、大隅半島・宮崎県南部域を県域とする都城県が設置された。同県は明治 6年

には廃止され、鹿児島県。宮崎県に統合されていくが、都城県の中心としての精神は現在 も受け継がれている。

明治22年 には都城町が発足 し、大正13年 には市制が施行され、昭和11年の沖水・五十市をはじめとして、庄内。

志和池 。中郷の各村町を合併 した。また平成18年 には山之日、山田、高崎、高城の 4町 と合併 し、現在に至っ

ている。

2 遺跡 の位置 と環境

鶴喰遺跡は、都城市横市町字鶴喰に所在する。南を東流する大淀川の支流・横市川の左岸奥部、月野原台地

南端部にあり、せり出してきた同台地が横市川の流路変動にともない、浸食作用によつて湾曲させられた河岸

段丘上に位置している。この横市川流域では、奇しくもほ場整備事業に端を発して確認された遺跡が数多く点
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在 してお り、当地の歴史的 。地理的重要性を物語っている。各々を挙げれば、上流から、古代住居跡が確認さ

れた馬渡遺跡、同じく古代の遺跡である中尾遺跡、縄文・古代の遺跡が特徴的な中尾山・馬渡遺跡、中世の城

である新官城跡、中世水田を検出した谷合地の遺跡である母智丘谷遺跡、弥生後期の集落・坂元B遺跡、縄文

から近世までの水田を重層的に確認 した坂元A遺跡、弥生中期の集落跡や中世建物群が確認された加治屋 A・

B遺跡、縄文晩期住居や古代建物群・水田跡を検出した肱穴遺跡、弥生中～後期の集落跡であった今房遺跡、

主に中世の遺構群が見つかっている早馬遺跡、横市川と大淀川の合流点付近に位置し、縄文 。中世の遺構 。遺

物が数多 く出土した正坂原遺跡などである。

【参考文献】

都城歴史資料館 1999 賭る城と島津氏』 平成11年度都城歴史資料強官特別企画展図録

都城市 1997 階る城市史』通史編 原始古代

都城市教育委員会 2000 陪Б元地区遺跡遺跡』 都城市文化財調査報告書第51集

都城市教育委員会 2001『天神遺跡 (2次 )』 都城市文化財調査報告書第54集

宮崎県埋蔵文化財センター 2001『梅北佐土原遺跡 。中尾遺跡・蓑原遺跡』

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第42集

都城市教育委員会 2002『白山原遺跡』 都城市文化財調査報告書第57集

都城市教育委員会 2004『鶴喰遺跡 (古墳時代編)』 都城市文化財調査報告書第61集

都城市教育委員会 2004『馬渡遺跡』 都城市文化財調査報告書第62集

都城市教育委員会 2004『築池遺跡 (1～ 4)。 十三東第 2遺跡 (第 2次 )』

都城市文化財調査報告書第67集

都城市教育委員会 2004 階る城島津家領の唐人町周辺の遺跡

一柳川原 (4・ 5次)。 中町 (4次 )。 天神 (1・ 3・ 4・ 5次 )』 都城市文化財調査報告書第65集

都城市教育委員会 2004『木ノ前遺跡』 都城市文化財調査報告書第63集

新名一仁 2004「北郷氏の出緒に関する基礎的考察

―島津庄日向方北郷の拝領・都城築城の時期をめぐって一」 (『宮崎県地域史研究』17)

山下真- 2004「 中近世移行期の島津氏権力編成と北郷氏」 (『立正史学』95)

鹿児島県『鹿児島県史料 (旧記雑録 )』

者Б城市 2005 障る城市史』通史編 中世 。近世
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Ⅲ 調査の記録

1 調査の概要

発掘調査は削平部分・排水路敷設部分及び道路敷設部分の計8,100Jに ついて実施した。工事切盛の関係上

第4図のようなかたちとなった。

試掘調査において確認された遺物包含層は、調査区内ほぼ全域に平均10～ 15cmほ どの堆積をみせる文明年間

噴出とされる桜島起源1垂石層 (Ⅱ 層)の直下にあるため、調査は、まずその直上まで重機による表土剥ぎを行

い、以下の遺物包含層を手作業で掘り下げていき、Ⅱ層 :文明軽石層直下で中世水田跡を、Ⅲa層直下で中世

建物群を、包含層下のⅣ層 :霧 島御池起源黄色1垂石層上で古墳時代

2 遺跡 の層 序

大正 。昭和における耕地整理のため若干の撹乱がみえたが、遺跡

の所在するⅡ層以下の状況は比較的良好であった。Ⅱ層は15世紀後

半頃に噴火した桜島より降下したとみられる灰白色軽石層 (通称白

ボラ)である。Ⅳ層は霧島山系御池より噴出した火山灰 (通称黄ボ

ラ)、 Ⅵ層は鬼界カルデラより噴出した火山灰 (通称アカホヤ)で

ある。当遺跡ではⅡ層直下～Ⅳ層直上、いわゆるⅢ層全般が遺物包

含層である。主に縄文晩期～中近世までの遺物を確認 した。また、

遺構に関してはⅡ層直下より水田跡、Ⅲ a層直下より中世建物群、

Ⅲ c層直下より古墳時代の竪穴住居跡群を検出した。

I 層 :灰褐色弱粘質土層

Ⅱ 層 :文明軽石層 (自 ボラ)

Ⅲ a層 :黒褐色弱粘質土層 (オ レンジパミスを含む)

Ⅲb層 :暗黒褐色粘質土層 (オ レンジパミスを含む :やや硬め)

Ⅲ c層 :黒色粘質土層 (オ レンジパミスを含む)

Ⅳ 層 :御池軽石層 (黄 ボラ)

V 層 :黒色粘質土層

Ⅵ 層 :ア カホヤ層

の竪穴住居跡群を検出した。

調査区は便宜上 A・ B・ C・ Dの 4区に分けた。

中世の遺物・遺構が確認された。

0

各々から縄文～

■ .r        警
・“

第 3図 基本土層写真及び柱状図

lm
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調査の成果

(1)調査 の経緯

本遺跡の調査は層の上位から、中世水田跡、中世遺構群、古墳住居跡群と重複していたため、さきに中世水

田の検出をして測量を行った後、中世遺構群の調査に取り掛かった。中途において、調査区内にいくつかサブ

トレンチを設定して以下の遺跡の状況を確認したところ、古墳住居跡が群集していることが判明し、調査期間

との調整のうえ、検出及び遺構の半裁、完掘と続けた。包含層の掘り下げは人力にて行い、遺構検出、遺構の

調査についても、全て手作業で行った。

A地区は調査区の北似1に あたり、面積約2,000」 で主に道路 。排水路敷設部分に相当する。ここでは試掘調

査の結果にもとづき、まずⅡ層 (文明降下軽石層)直上まで重機によつて掘削したところ、15世紀後半頃に降

下・堆積したとされるⅡ層に覆われた水田跡を確認した。Ⅱ層を除去し、水田面を精査・検出した後、以下の

遺物包含層 (Ⅲ層)を掘り下げた。Ⅲb層上面で確認した中世遺構群面では、主に柱穴群・溝状遺構を、古墳

面では、竪穴住居跡、カマド状遺構を検出した。

B地区とC地区に挟まれた格好となったD地区は、約5,000ぶ の調査面積である。ここからは古墳の集落、

中世の建物群、水田跡、畝状遺構などが見つかり、また各々に付随する遺物も数多く出土している。特に中世

土師器の総数に占める割合は大きい。遺構についてもⅢb層 上で掘立柱建物群、上坑、溝状遺構、敷石状遺

構、石組遺構など、多様な遺構が確認された。その下には7世紀前半期とみられる竪穴住居跡群を確認した。

検出面は霧島山系御池起源の軽石層 (Ⅳ 層)上である。カマドの付設、またはその存在を示す状況がみられた。

(2)調査 の成果

本遺跡において中世の遺構を検出したのはA地区とD地区である (C地 区についてはすでに報告済みであ

る)。 以下、各地区ごとに遺構と出土遺物を概観する。なお、本遺跡における中世遺物の主流を占めていたの

は土師器であり、日径に対する底径の比率をもとに次のように分類した。文中における説明についても以下の

分類を用いていることをあらかじめことわっておく。

【杯】  A類 ………口径/底径が60%未満で、日縁部に向けて開く体部を形成するもの。

B類……口径/底径が70%未満で、日縁部に向けてやや開く体部を形成するもの。

C類………口径/底径が70%以上で、やや鋭い角度で立ち上がる体部を形成するもの。

小型………口径12cm未満のもの

中型………口径12cm以 上、13cm未満のもの

大型………口径13cm以 上のもの

【小Illl】  A類 ……口径/底径が75%未満で、圏縁部に向けて開く体部を形成するもの。

B類………回径/底径が75%以上、85%未満で口縁部にむけてやや開く体部を形成するもの。

C類………口径/底径が85%以上で、やや鋭い角度で立ち上がる体部を形成するもの。

小型………口径 7 cm未満のもの

中型………回径 7 cm以上、 8 cm未満のもの

大型………口径 8 cm以上のもの

《A地区》

1号土坑 (SC01:第 7図 )

A地区、グリッド:サ～シー15～ 16区で検出した。東佃1半分は調査区外へのびている。推定であるが、短軸

径は2.7m(長軸径は不明)、 検出面からの深度は1.4mを 測る。

2号土坑 (SC02:第 708図・第 1表 。図版 2・ 3)

A地区、グリッド:コ ～サー14～ 15区で検出した。東側は既に破壊されていた。形状は長径2.5m、 短径2.7

8-
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1黒褐色弱粘質± 2白色パミスをわずかに含む暗褐色粘質± 3オレンジパミス・白色パ

ミスをまんべんなく含む褐色粘ri± 4オ レンジパミス・白色パミス・軽石をまんべんなく含む

暗褐色粘質± 5オレンジパミス・白色パミスをわずかに含む明褐色粘質± 6白 色パミス

をまんべんなく含む明褐色粘:こ土 (硬)7白 色パミスを多量に含む暗褐色粘質土 (硬)8
白色パミスを多量に含む暗赤褐色粘質土(llI)9白色パミスをわずかに含む暗褐色粘質

土プロック 10白 色パミス(文 明軽石)11白色パミスをわず力ヽ こ含む暗褐色粘質± 12

白色パミスをまんべんなく含む黒褐色粘質± 13オ レンジパミス・白色パミスをまんべんなく

含む暗灰褐色粘質土 (硬 )14パ ミス 15白色パミスをまんべんなく合む黒掲色粘質土

16オレンジパミスをわずかに含む暗褐色粘質± 17暗赤褐色砂質± 18オレンジパミス

混赤色粘質土 (鉄分沈着)19オ レンジパミス混灰褐色弱粘質± 20オ レンジパミスをわ

ずかに含む暗褐色砂質± 21灰褐色粘質土混パミス 22オ レンジパミスをわずかに含む

黒褐色粘質シルト 23灰褐色.粘 質± 24赤 褐色粘質± 254ヽ粒砂礫 26灰 褐色砂

27大粒オレンジパミス混砂 28灰色粘質土混灰色砂 29暗灰褐色粘質土

1黒褐色弱粘質± 2白 色パミスをわずかに合む暗褐色粘質± 3オ レ

ンジパミス・白色パミスをまんべんなく含む褐色粘質± 4オ レンジパミス・

白色パミス・軽石をまんべんなく含む暗褐色粘質± 5オ レンジパミス・白

色パミスをわずかに含む明掲色粘質± 6白 色パミスをまんべんなく含む

明掲色粘質土 (硬 )7白 色パミスを多量に含む暗褐色粘質上 (硬 )8
白色パミスを多量に含む暗赤褐色粘質土 (硬 )9白 色パミスをわずか

に合む暗褐色粘質± 10白 色パミスを多量に含む暗褐色砂質± 11
白色パミス(文明軽石)12白 色パミスをまんべんなく合む黒褐色粘質土

13オレンジパミスをわずかに含む暗褐色粘質± 14オ レンジパミス混赤

色粘質土 (鉄分沈着)15オ レンジパミスをわずかに含む黒褐色粘質シ

ルト 16オレンジパミス混灰褐色弱粘質± 17赤褐色粘質± 18オ レ

ンジパミスをわずかに含む暗褐色砂質± 194ヽ粒砂礫 20暗灰褐色

粘質± 21オ レンジパミス(御池軽石)22オレンジパミス(御池軽石 )

1表土(Ia)2灰 褐色弱粘質土(Ib)3オ レンジパミス・白色パミス混

黒褐色砂質土 (硬 )4白 色パミスをわずかに合む褐色砂質土 (Id)

5白色パミスをまんべんなく含む暗褐色砂質土(Ie)6オ レンジパミス・ア

カホヤプロック・白色パミスをまんべんなく合む黒褐色弱粘質± 7褐
色砂質土(If)8白 色パミス混暗黒褐色粘質± 9白色パミス混灰

褐色砂質± 10オレンジパミスをまんべんなく合む暗褐色砂質土 (Ⅲ

a)11オ レンジパミスをまんべんなく合む暗灰褐色粘質土 (Ⅲ b)12オ
レンジパミス・白色パミスを砂状に含む黒色砂質± 13オレンジパミス

をわずかに合む黒褐色粘質土 (Ⅲc)14オレンジパミスを多量に合む

暗灰オリープ色弱粘質シルト 15オ レンジパミス混赤色粘質土 (鉄 分

沈着)16オレンジパミスを多量に含む明灰オリープ色弱粘質シルト

17オレンジパミスを多量に含む明灰オリープ色弱粘質シルトとオレンジ
パミスの Ifl移 層 18オレンジパミス(御池軽石)

1白 色パミス(文明11石 )

2オ レンジパミスをまんべんなく合む暗褐色砂質土 (Ⅲ a)

3オ レンジパミスをまんべんなく含む暗灰褐色粘質土 (Ш b)

4オレンジパミスをわずかに含むFl褐 色粘質上 (Ⅲ c)

5白 色パミスをわずかに合む暗褐色粘質土

6オレンジパミスをわずかに合むI「褐色粘質シルト

7オレンジパミスを多11に 合む:ユ 褐色粘質土

8黒 色上混オレンジパミス

9オレンジパミス混灰掲色弱粘質土

10砂 +褐 色土

11砂

12オレンジパミス(御池中

`石

)

1黒褐色月弓粘質± 2白 色パミスをわずかに含む暗褐色粘質± 3オレンジパミス・白色パミスをまんべんなく含む褐色粘質

± 4オレンジパミス・白色パミス・軽石をまんべんなく合む暗褐色粘質± 5オレンジパミス・白色パミスをわずかに含む明褐

色粘質± 6白色パミスをまんべんなく合む明褐色粘質土 (硬 )7白 色パミスを多量に合む暗褐色粘質土 (硬 )8白 色パ

ミスを多量に含む暗赤褐色粘質土(硬)9白色パミスをわずかに含む暗褐色粘質± 10白 色パミスをまんべんなく含む黒

褐色粘質± 11白 色パミスをまんべんなく含む黒褐色粘質± 12オレンジパミスをわずかに含む暗褐色砂質± 13オレン

ジパミスをまんべんなく合む黒色粘質± 14オ レンジパミス混砂 15白色パミス(文明軽石)16白 色パミスをまんべんなく

含む黒褐色粘質± 17白 色パミスを多量に含む暗褐色粘質± 18白 色パミスをわずかに含む暗褐色粘質土プロック 19

オレンジ′ヾミスをわずかに含む暗褐色砂質± 20オ レンジパミスをわずかに含む暗褐色粘質± 21オレンジパミスをわずか

に含む黒褐色粘質シルト 22オ レンジパミスをわず力ヽ こ含む暗褐色砂質± 23オレンジパミスをわずかに合む暗褐色砂質

± 24オ レンジパミス(やや白色化:御池軽石)

1表土 (Ia)

2灰 褐色弱粘質土 (Ib)

3暗褐色砂質上 (Ic)

4白 色パミスをわずかに含む褐色砂質上 (Id)

5白色パミスをまんべんなく合むΠ音褐色砂質土 (Ic)

6砂

7褐 色砂質上 (If)

8白 色パミスをわずかに含む暗灰掲色砂質土

9白色パミス(文明llK石 )

10オレンジパミスをまんべんなく含む暗褐色砂質土 (Ⅲ a)

11オレンジパミスをまんべんなく含む暗灰褐色粘質土 (Ⅲ b)

12中 世ピット

13オレンジパミスをわず力ヽ こ含む黒褐色粘質土 (Ⅲ c)

14明 掲色砂質上

15白 色パミスをわずかに合む黒褐色砂質土

0                   4m
|1黒褐色弱粘質± 2白 色パミスをわずかに含む暗褐色粘質± 3オレンジパミス・白色パミスをわずかに含む明褐色粘質

± 4白 色パミスをまんべんなく含む明掲色粘質土(硬)5白 色パミスを多量に含む暗褐色粘質± 6白 色パミスを多量に

合む灰褐色粘質± 7白色パミスを多量に含む暗褐色粘質± 8白 色パミス(文 明軽石)9白色パミスをわず力ヽ こ含む暗

褐色粘質± 10白 色パミスをまんべんなく含む黒褐色粘質± 11オレンジパミス(御池軽石)12白 色パミスをまんべんなく

含む黒褐色粘質± 13パミスをわずかに含む黒褐色粘質土

| 
‐

一

―

一

‐
_10 _一 =r

土層断面図

-11～12-

第 5図



+｀ ~`■
(

、 十

あり
②⑤
◎

凸

◎
０

嗽
ｖ
◎
◎
　
・③

◎

○
⑨

゛。
◎ο

第 6図  A地区遺構配置図
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図版 1

A地区遺構検出状況写真

Jヒ佃1か ら

-15-

作業状況



西 一 南 一

1オレンジパミスをわずかに含む黒褐色弱粘質土

2暗褐色粘質シルト

3オレンジパミスを多量に含む暗褐色弱粘質土

SC02

1灰混黒色粘質土

2オレンジパミスをわずかに含む黒褐色弱粘質土

3灰白色粘質土

4オレンジパミスを多量に含む暗褐色弱粘質土

5オレンジパミスを多量に含む暗褐色弱粘質土

6暗褐色粘質シルト

や

1オレンジパミスをまんべんなく含む

黒色粘質土

2オレンジパミスをまんべんなく含む

黒褐色弱粘質土

マ レ01
θ

1オレンジパミスをまんべんなく含む暗褐色弱粘質シルト(軟 )

2オレンジパミスをまんべんなく含む暗褐色弱粘質シルト(硬 )

3オレンジパミスをまんべんなく含む黒褐色弱粘質シルト(硬 :鉄分沈着)

4暗褐色弱粘質土 (本根か)

5オレンジパミスをまんべんなく含む黒褐色粘質シルト

02 0 03 0 04 0 SK01実サu図

-16-
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SC01断面

SC02 SC02断面

SK01(軽石と土師器)

SC01 0 02・ SK01写真

-17-
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SC02 1・ 2

SK01 3・ 4

0                   10cm

第 8図 SC02 0 SK01内 出土遺物実測図 土師器

第 1表 SC02・ SK01内 出土遺物観察表 土師器

図版 3 SC02・ SK01内出土遺物写真 土師器

mの楕円状を呈している。北倶1は テラス状を呈しているが、本来は柱穴であったものと思われる。検出面から

の深度は1.7mを 測る。

出土土師器の総重量は550gであった。 1は杯でB類大型に分類される。底部下端が若干張 り出し、底部か

ら体部にかけて曲線的に立ち上がる。 2は小皿でC類中型に分類される。底部下端が若干張り出し、底部から

体部にかけて曲線的に立ち上がる。

3号土坑 (SC03:第 7図・図版 2)

A地区、グリッド:サ～シー17区で検出した。土坑そのものは小さく、かつ北側半分は消失していた。周辺

には土器片や石が散在していた。

4号土坑 (SC04:第 7図・図版 2)

A地区、グリッド:コ ～サー15～ 16区で検出した。平面プランは不定形を呈し、西側半分は調査区外へのび

る。検出面からの深さは30cm程度である。

1号集石 (軽石)遺構 (SK01:第 708図 ・第 1表・図版 2・ 3)

A地区、グリッド:サ ー17区で検出した。20cm大の軽石数点で構成された集石遺構で、石の間には土師器不

が遺存していた。

3、 4は土師器不で、C類中型に分類され灰白色系の色調を呈する。ともに底部下端が若千張り出し、底部

から体部にかけて直線的に立ち上がる。内面における底部と体部との境は不明瞭である。全体的に器壁が厚

く、所々に黒斑が見られる。

掲載
番号

種 別 器 種
層
構

土出
遺 調 整 (外面 ) 調 整 (内面) 色調(外面) 色調 (内面 ) 胎   土

径

齢
口
に

底径
(cm)

縮
＜ｃｍ＞

備 考

1 土師器 ネ SC02 回転ナデ 回転ナデーナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mn以下の鉱物・砂粒 回転糸切 反転復元

2 土師器 小 皿 SC02 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 やや磨耗 反転復元

3 土師器 杯 SK01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
3mm以下の鉱物・砂粒 123 回転糸切 磨耗

4 土師器 不 SK01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
3mln以下の鉱物・砂粒 回転糸切 磨耗 内薄く炭化物付着

-18-



146.6m @

146.6m ③

o            2m

第 9図 SD01 0 02実 浪1図
べ,しト

1号溝状遺構

(SD01:第 9010図 e第 2表・図版 4・ 5)

A地区、グリッド:サ～シー11～ 14区で検出し

た。南東一北両方向へ「く」の字状に大きく屈折

している。検出面から30～40cmの ところで硬化面

を確認 したが、面そのものは凹凸が激 しい状態で

あ り、鉄分 もひどく沈着 している状態であつた。

溝の幅員は約 4m、 検出面からの最大深度は1.4

mを測る。SD02と つながっている。

5は龍泉窯系青磁不の口縁～底部片で、夕ヽ面に

片彫蓮弁文が施される。杯Ⅳ類以降、14世紀後半

以降のものである。稜花皿タイプと思われる。 6

は青花碗の体～底部片で、見込みおよび外面に酸

^ゞ

化コバル トを含む釉下顔料いわゆるゴス (呉須)で文様が施されている。明時代 (中 国)初期のものである。

7は東播系須恵器鉢の回縁部片で、日唇部夕ヽ面に重ね焼きの痕跡である自然釉がみられる。12世紀から14世紀

にかけての産と思われる。

2号溝状遺構 (SD02:第 9図 。図版 4)

A地区、グリッド:サ ー13区で検出した。西側はSD01と つなが り、東は調査区夕ヽへのびている。上端部幅

員は1.lm、 検出面からの最大深度は50cmを 瀕1る 。

①

一

ｌ

ｄ

ヽ

キ

ー

‐

―

∇

　

‐
―

「
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SD01 0 02完 掘状況 (北から)

SD01 0 02遠景 (Jヒから)

SD01硬化面検出状況

SD01 0 02完 掘状況 (南西から)

SD01・ 02写真

-20-
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10cm

第10図 SD01内出土遺物実測図 陶磁器

図版 5 SD01内出土遺物写真 陶磁器

《B・ D地区》

1号掘立柱建物

(SB01:第 12～ 18図・第 3～ 9表・図版 7～ 11)

D地区の西側、グリッド:シ ～ソー24～ 26区で検

出した。柱穴の径は約70cm、 検出面からの深さも70

cmを 測る。柱間は2.2mで総柱状を呈する。ただし

中心部のみは柱穴がない。各々の柱穴の底には根石

と思われる石が置かれてあつた。建物は東西 6間 、

南北 4間 で、 4面に庇がつく構造である。北西部分

はSC22と 切 り合う。その時期差はSB01→SC22と な

る。

載
号

掲
番 種  別 器 種

層
構

土出
遺

調 整(外面) 調 整(内面) 胎  土 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 備 考

5 青磁 不 SD01 施釉 施釉 灰白色 (反転復元)龍泉窯系不Ⅳ類以降 稜花皿タイプ

6 青花 碗 SD01 施釉 施釉 灰白色 (反転復元)染付蓮子碗

7 東播系須恵器 鉢 SD01 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色

第 2表 SD01内出土遺物観察表 陶磁器

-21-



D地区東側 遺構検出状況

D地区西側 完掘状況

D地区西側 遺構検出状況 D地区南西側 遺構検出状況

D地区遺構掘り下げ風景

B・ D地区写真

-22-
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SB01全景 (東から)

Pit遺物出土状況

SB01全景 (東から)

P:t遺物出土状況

Pit半裁風景

SB01写真(1)
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P■ 根石検出状況 Pl遺物・根石検出状況

Pl根石検出状況 Pl根石検出状況

図版 8 SB01写 真 (2)
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第13図 SB01内出土遺物実演1図 陶磁器

8は龍泉窯系青磁碗の底部片で、蓮弁碗 と思われる。碗Ⅱ一b類に相当し13世紀初頭から13世紀前半にかけ

てのものである。 9は龍泉窯系青磁の体部片で、壷・瓶・鉢 。盤類の大形品と思われる。IV類以降、14世紀後

半以降のものである。10は 自磁皿の日縁部片で、ゆるく外反している。皿Ⅱ-1類より皿Ⅲ-1類に近い。11

は自磁碗の底部片である。碗Ⅱ類に相当し11世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。12は 自磁皿の体

～底部片である。皿Ⅸ類に相当し13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。13は 青白磁 Illlの 回縁～底

部片、14は青白磁皿の回縁部片である。日縁端部が無釉でいわゆる日禿げである。12世紀後半から13世紀と思

われる。15は 中国陶器 (盤)の口縁部片である。16、 17は東播系須恵器鉢の国縁部片で、口唇部外面に重ね焼

きの痕跡である自然釉がみられる。18は備前揺鉢の口縁部片で、胎土に透明な鉱物を多量に含んでいる。

出土土師器の総重量は57,615gで あった。19～ 137は杯である。19～25は B類小型に分類 される。19は底部

から体部にかけて直線的に立ち上が り、外面下半に幅の狭いロクロロが明瞭に残る。20は底部が薄い円盤状を

呈 し、体部は曲線的に立ち上がる。21は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上が

る。22は底部から体部にかけて一旦屈曲した後、体部は直線的に立ち上がる。外面下半に幅の狭いロクロロが

明瞭に残る。23は器高が4.2cmと 高 く、底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。

載

号

掲

番 種 別 器 種
層

構
土出

遺 調 整 (外面 ) lv3 整 (内面 ) 胎  土 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 備 考

8 青磁 碗 施釉 施釉 灰白色 龍泉窯系碗Ⅱ―b類

9 青磁 SB01 施釉 施釉 灰白色 龍泉窯系Ⅳ類以降

白磁 施釉 施nh 灰白色 皿lorm類

白磁 碗 施釉 施 釉 灰白色 (反転復元)碗 I類

白磁 皿 施釉 施莉h 灰白色 (反転復元)皿 Ⅸ類

青白磁 皿 施為L 施釉 灰白色 (反 1云復元)ロ ハゲ

青白磁 皿 施 nll 施釉 灰白色 (反転復元)ロ ハゲ

中国陶器 盤 施力h 施莉1 灰黄褐色 盤I-2類  鉄絵

東播系須恵器 鉢 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色 (反転復元 )

東播系須恵器 鉢 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色

備 前 捕 鉢 SB01 回転ナデ 口1転ナデ 明赤褐色 胎土に透明な鉱物を多量に含む

第 3表 SB01内出土遺物観察表 陶磁器
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第15図 SB01内 出土遺物実測図 土師器(2)
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第16図 SB01内 出土遺物実演1図 土師器(3)
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第17図 SB01内 出土遺物実測図 土師器(4)
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載

号

掲

番 種  別 器 種
出土層

遺 構
調 整 (外面 ) 調 整 (内而 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞

日

＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ
肺
⑤

考

土師器 琢 SB01 国 1云 ナデ 回1云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)

にぶい橙
(75YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂 lil 回転糸切 外ロクロ痕 ?

上師器 SB01 1回 転ナデ 口11伝 ナデ→指ナデ
淡黄

(25Y8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lttm以 下の鉱物・砂粒 |コ 1伝糸L/J 板状圧痕 外指頭痕

上自T器 不 回 1云 ナデ 腫11云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 1回転糸tyJ 反転復元

土mi器 巨11云 ナデ 恒11颯 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 1回転糸 tJJ 板状圧痕

土師器 SB01 回 1云 ナデ 回 1云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 lrl11云糸 LJ」

±lT器 rl11云ナテ 巨1転 ナデ
にぶい責橙
(75YR8/3)

にぶい黄橙
(10YR8/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸 L/」

土師器 回 1云 ナデ 巨11云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 LJ」 板状圧痕 内底ロクロロ

上師器 |二l転 ナデ 巨11云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR3/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 126 回転糸切 板状圧痕

土師器 外 極1転 ナデ 巨‖云ナデ 浅賞橙
(75YR8/3)

浅黄橙
(75YR8/3)

3mm以 下の鉱物・砂粒 129
巨11云糸L/J 圧痕 外指頭痕 内底
ロクロFI

土mi器 SB01 |二 11云 ナテ [11云ナデ→ナデ
,iEl

( r0YRB/2)
灰白

(10YR8/2)
2mm以 下の鉱物・砂 lll lill転糸 LJJ 板状圧痕

土mi器 回1け:ナ デ Illl転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂lil llll転糸t/J 板状圧痕 反1云 復元

土師器 腱‖云ナデ |コ 1云 ナデ→指ナテ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
層‖云糸 LJ」 板状圧痕 外指頭痕
内底ロクロロ

土師器 回 1云 ナデ lll11云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅責橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 口1転糸 L/J 板状圧痕 反1云 復元

土師器 ネ 巨11伝 ナデ 回転ナデ
,支ず:オ登

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
3mm以 下の鉱物・砂粒 lll11云 糸 L7」

土nT器 不 回 1云 ナデ lr11云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

2臓m以 下の鉱物・砂粒 口1転糸切 外指頭痕

土
lll器 口1転 ナデ 口11云 ナデ→ナデ

浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 127
匝1転糸LJ」 薄ぃ板状圧痕 薄く内底
ロクロ|ヨ

上師器 堵( 口1転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸 L/」 板状圧痕 外一部指ナ

デ・指頭痕 薄く内底ロクロロ

上師器 14( 巨11云 ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
,支ず,1登

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 122 回転糸 LJJ 板状圧痕 外指頭痕

二11lili器 不 匝1転ナデ 回 1云 リ
ー
デ

浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

2mm以 下の鉱物・砂lil 127 41 恒l転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土llll器 口11伝 ナデ 回 1云 ナデ
1登

(75YR7/6)
橙

(75YR7/6)
lnll l以 下の鉱物・砂粒

巨‖云糸切 板状圧痕 内底ロクロロ
内外面炭化物付着

土師器 SB01 回転ナデ 腫11瞑 ナデ→指ナデ
浅黄1登

(75YR7/4)

浅黄橙
(75YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 口11云糸 L7J 板状圧痕 反転復元

土前i器 j4N 巨11伝 ナデ l l11云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回 1云 糸切 板状圧痕 外一部指ナ

デ・指頭痕

土mi器 1回 転ナデ 口1転 ナデ→ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

±lT器 回1云 ナテ 巨1転 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3mm以 下の鉱物・砂粒

1回転糸ty」 板状圧痕 外指頭痕
内鉄分付着 反転復元

上師器 ,( 口1転 ナデ 巨11云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

lmm以 下の鉱物・砂 lil

回転糸tyJ 板状圧痕 外一部指ナ

JllI器 極11曖 ナデ 回1云 ナデ→指ナテ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

浅黄橙
(25YR7/∠ 1)

lmm以 下の鉱物・砂粒
|口転糸 LJJ 板状圧痕 外指頭痕

反転復元

土師器 財: 口1転 ナデ 極l転ナデ
,支ずヨ登

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 恒‖云糸 L/J 板状圧痕 内底横ナデ

土師器 外 巨l転 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3mm以下の鉱物・砂粒 116 恒l転糸 LJJ 板状圧痕

土mi器 口l転 ナデ 口1転 ナデ
浅黄栓

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
5mm以下の鉱物・砂粒 種l転糸LJJ 板状圧痕

二|二 lT,ト Iコ 1云 ナデ llll転 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

5mm以下の鉱物・砂粒
回1云 糸切 板状圧痕 外指頭痕

反 1伝 復元

土師器 口‖云ナデ 口1転 ナデー指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

内薄く鉄分付着

土師器 |二 11云 ナデ 巨l転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

llll転 糸切 板状圧痕 外一部指ナ

デ・指頭痕

土 llll器 杯 口1転 ナデ 恒11云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
,支リモオ登

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

|コ 転糸切 板状圧痕 外一部指ナ

土師器 SB01 腫11云 ナデ 巨11曖 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい橙
(75YR7/3)

2■m以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 内炭化物付

着 反転復元

土漁T器 口11伝 ナデ 1回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
2mm以下の鉱物・砂粒

1回 転糸切 板状圧痕 外一部指ナ

デ 反1云 復元

±lTPir

“

口11云 ナデ |コ 転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 巨I転 糸 lJJ 板状圧痕 外指頭痕

土師器 F11云ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 112

回転糸L7J 板状 ll~痕  外一部指ナ

デ・指頭痕

上自T器 杯 SB01 口1llAナ デ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3mm以下の鉱物・砂粒 回転糸 lJJ 板状圧痕 外指頭痕

上師器 ネ 回転ナデ |コ 転ナデ→指ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 圧痕 外指頭痕 磨耗

土師器 鉢 回 1云 ナデ 回転ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
ごく微小の鉱物・砂粒 ろくろ粗 口11云 糸 L7」 板状圧痕

±lT器 不 Fnl転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 卦 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 117 回転糸切 板状圧痕

第 4表 SB01内出土遺物観察表 土師器(1)
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掲載

番号
種  別 器 種

出土層

遺 構
調 整 (外面 ) 調 整 (内面 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞

口

＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ
路
＜ｃｍ＞

考

土師器 ネ 回J云ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
,支ずヨ登

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

1回 転糸 切 ナデ 板状圧痕 指頭
痕 薄く内底ロクロロ

土師器 回 1云ナテ 口l転 ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
81mm以下の鉱物・砂粒 回転糸 LJJ 板状圧痕 外指頭痕

土奮T器 回 1云ナデ |コ 1嗽 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
灰菫l

(10YR8/2)
2mm以下の鉱物・砂粒

1回 転糸切 圧痕 外指頭痕 反転
復元

土師器 14N SB01 回 1云ナデ 口1転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 1回 転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 回転ナデ 1回 転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 L7J 指頭痕 外指頭痕

土白‖器 不 回転ナデ 1回 転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
5Ⅲ‖以下の鉱物 `砂 粒 123 |コ 1云 糸 LJ」 板状圧痕 外指頭痕

反転復元

土白T器 ネ SB01 回 1云 ナデ ll11云 ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸切 板状圧痕 外指頭痕

土自T器 不 回転ナデ 口1転 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
明黄褐

(10YR7/6)
ごく微小の鉱物・砂粒 口l転 糸切 板状圧痕 外指頭痕

内底ロクロロ 内炭化物付着

土漁T器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 指頭痕

土師器 不 回転ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lⅢ m以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 回1云 ナデ 口1転 ナデー指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 |コ 1云 糸切 板状圧痕 外指頭痕

土細:器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 LJJ

土師器 回転ナデ 1回 転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 122 回転糸切 板状圧痕 

「
1縁部鉄分

付着

Z 上師器 ネ 口l転 ナデ |コ 1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 ナデ

土師器 杯 SB01 回 1云 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 |コ 転糸 LJJ 板状圧痕

土nT器 不 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 内スス付着と

底横ナデ

上師器 不 1回 転ナデ 1回 転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 lコ 1云 糸切 圧痕 反転復元

土師器 ネ 回転ナデ 口1転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
灰白

(10YR8/2)
3mm以 下の鉱物・砂粒 123 回転糸切 板状圧痕

土師器 不 回転ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土nT器 不 回転ナデ 口1転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
lⅢ‖以下の鉱物・砂粒 回転糸切 圧痕

土澪T器 不 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 不 回転ナデ 回 1云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 指頭痕

土師器 不 SB01 回 1伝 ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 外指頭痕

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR8/3)

にぶい黄橙
(10YR8/2)

2mm以 下の鉱物・砂粒
回転 糸切 薄く板 1大 圧痕 外指頭
痕

土師器 琢 回転 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 不 回 1云 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土nT器 不 回 1云 ナデ l回 転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
2mm以下の鉱物・砂粒 ヘラ切 板状 F■ 痕

土師器 杯 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 LJ」

土師器 琢 SBO] 回 1輌 ナデ 回ゴ云リーデ 浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

5mm以 下の鉱物・砂 4il 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土nT器 郎 回1云 ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸L/J 外指頭痕

土nT器 不 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 内底粘土貼
付

土師器 外 l・l転 ナデ 回転 ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
2mm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 ナデ 体部炭化物付着
反転復元

土師器 1回 転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR9/3)

にぶい黄橙
(10YR9/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転 糸 切 薄く板状圧痕 外指頭
痕

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回 1云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/`1)

にぶい橙
(75YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 L/J

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR7/4)
浅黄橙

(10YR7/3)
1前 n以下の鉱物・砂粒 口11云 糸切 指頭痕

土師器 lnl転ナデ 回 lllAナ デ
浅黄橙

(10YR8/4)
にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

薄く内底ロクロロ

土nT器 小 皿 口11云 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 |コ転糸L/J 内指頭痕

上自T器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 |コ 1云 糸切 指頭痕

土師器 SB01 回転ナデ 回1云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 内底ロクロロ

土ЯT器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸 切 指頭痕 外一部指ナデ

内指頭痕

土師器 小皿 Ln41云 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 口1転糸切 指頭痕 反転復元

土師器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい褐

(75YR6/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸切 指頭痕 外指頭痕

第 5表 SB01内出土遺物観察表 上師器(2)
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掲載

番号
種  別 器  種

出上層

遺 構
調 整 (外面 ) 調 整 (内面 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞
園
＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ
粘
＜ｃｍ＞

lii 考

土師器 回転ナデ 面1転 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

2mm以下の鉱物・砂粒
回転糸切 指頭痕 内底粘土貼付
反転復元

」ini口器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR3/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3nlm以下の鉱物・砂粒 15 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 SB01 回転ナデ lコ転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

浅黄橙
(75YR8/4)

lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 小 lll 回転ナデ !回 転ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 磨耗

土nT器 回転ナデ lコ 転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

上師器 SB01 回転ナデ 1回 転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 内指頭痕

土師器 回転 ナデ 回 1伝 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 11 回転糸切 ナデ 反転復元

土師器 回転ナデ 巨‖云ナデ 浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

4mm以下の鉱物・砂粒
回転糸切 指頭痕 底部に穿孔
反転復元

上師器 SB01 回転ナデ 回 1云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土欝T器 SB01 回転ナデ 回 1云 ナデ→ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 回転ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13 回転糸切 板状圧痕

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)

にぶい橙
(75YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 L/J 指頭痕 内指頭痕

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lml以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土nT器 /1ヽ 皿 回 1云 ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 LJ」 反転復元

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 ナデ 磨耗

土師器 回転ナデ 1回 転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 回 1云 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

土nT器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR6/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 12 回転糸切 内底ロクロロ

土師器 回転 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以下の鉱物・砂粒

回転糸切 薄く内底ロクロロ 内外

炭化物・鉄分付着

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 14 回転糸切

土師器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 /1ヽ 皿 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

浅黄橙
(10YR8/3)

4mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 回転ナデ 回1云 ナテ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

inT器 SB01 回:転 ナデ 回転ナデー指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)

にぶい橙
(75YR7/4)

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 卜皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
灰白

(25Y8/2)
灰白

(25Y8/2)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸LyJ ナデ

±lT器 小 皿 回転ナデ 回転 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
ごく微小の鉱物・砂 Til 回1伝 糸切 指頭痕

inT器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 13
回転糸切 指頭痕 外指頭痕 内

底ロクロロ

上師器 回転ナデ 回:眩 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂粒 14 回転糸 lJJ 板状圧痕

上師器 /1ヽ 皿 llll転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 /1ヽ 皿 回転ナデ |コ 転ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
3mm以 下の鉱物・砂粒 77

回転糸切 圧痕 指頭痕 内底ロク
ロロ

土師器 」ヽ皿 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 磨耗

土nT器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

三LnT鸞
=

/1ヽ 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
橙

(75YR7/6)
橙

(75YR7/6)
2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 内底粘土Л占付

上師器 回 1云 ナデ |コ 転ナデ
1ぶい黄1登

10YR6/3)
にぶい黄橙
(10YR6/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 小皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

こぶい黄橙
10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

薄く内底ロクロロ

土師器 小皿 口l転 ナデ 回 1云 ナデ
こぶい黄橙
10YR7/4)

二ぶい黄橙
10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 15 回転糸切 指頭痕

上師器 」ヽ皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR7/3)
浅黄橙

(10YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 内指頭痕

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 外指頭痕 内底ロクロロ

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ 澪FI現 )1諄欝I現 )

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土泊T器 小皿 回転ナデ 回転ナデ ⊂濤停。|(1麟雰。 lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 内指頭痕

第 6表 SB01内出土遺物観察表 土師器(3)
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載

号

掲

番 種  別 器  種
層
構

出
造 調 整 (外面 ) 調 整 (内面 ) 色調 (外面 ) 色l16(内 面 ) 胎   土

径

ｍ＞
日
＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ

高

‐――＞

器

＜ｃ
考

土nT器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 tJJ

土nT器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmn以 下の鉱物・砂粒 14 |コ 転糸 lJ」 指頭痕

土nT器 回転ナデ 口11云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR6/2)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 lJ」 指頭痕 指ナデ

土師器 回転ナデ 口11云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 SB01 回転ナデ |コ 1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR7/4)
浅黄橙

(75YR7/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 L7J 外指頭痕

土nT器 回転ナデ |コ 1云 ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
Imm以下の鉱物 砂粒 13 回転糸 lJ」

二lJtti器 回転ナデ 口11云 ナデー指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
Imm以下の鉱物 砂粒 回転糸 17」 指頭痕 内llitロ クロロ

土nT器 SB01 回 1云 ナデ 回 1云 ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 1・ l

回1伝 糸LJJ 板状圧痕 内底粘土貼
付

土nT器 恒1転ナデ 巨1転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 恒l転 糸 LJ」 ナデ 内底ロクロロ

土師器 lll‖云ナデ |コ 1云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

inm以下の鉱物・砂粒 口11云 糸 LJJ

土獅F器 口11云 ナデ |コ 1云 ナデ→指ナデ
浅黄栓

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以下の鉱物・砂粒 15 恒11云 糸 LJJ ナデ 外指頭痕

±lT器 回 1云ナデ 口11云 ナデ
浅黄橙

(10YR7/3)
浅黄橙

(10YR7/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 14 籠11云 糸 L/J 圧痕 外 l旨 頭痕

土nT器 llll転 ナデ 口11云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 12 輌11云 糸 1/」 板状ll痕  内底ロクロロ

土師器 回 1云 ナデ F11云ナデー指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回1云 糸 LJJ 指頭痕 薄く内底ロクロ

目

Ji師器 回 1云 ナデ 回:転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 14 回転糸切 指頭痕

土師器 巨1転ナデ 回 1云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 Ly」 指頭痕

土nT器 回転ナデ 回1云 ナテ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄1登

(10YR7/4)
1■皿以下の鉱物・砂粒

睡11云 糸切 指頭痕 薄く1/Nl底 ロクロ

日

±lT器 小 皿 Il11云 ナデ llll転 ナデ
にぶい橙

(75YR6/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以下の鉱物・砂粒 15

回転糸 7J 指頭痕 一部横ナデ

薄く内底ロクロ日

土RT器 SB01 回 1云ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 口11云 糸 LJJ 指頭痕

土師器 小皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13 Iコ 1云 糸 LJ」 板状圧痕 薄く内底ロク

ロロ

土,T器 回 1云 ナデ 1回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13 回1云 糸 LJJ 圧痕

上nT器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

ごく微小の鉱物・砂粒 14 回1云 糸 LJJ 指頭痕 内底ロクロロ

LttT器 口l転ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 1回 転糸 L/」 指頭痕 外指頭痕 薄
く内底ロクロロ

土師器 小皿 口l転ナデ |コ I:漱 ナデ
橙

(75YR6/6)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 l l11云 糸 LJJ 圧痕 指頭痕

土師器 卜皿 1回 転ナデ llll転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 15 口1転 糸 L/J 板状圧痕 指頭痕

土師器 S301 回転ナデ 口1転 ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
2mm以下の鉱物・砂粒 口1転 糸 L7J 内底ロクロロ

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
5mm以 下の鉱物・砂粒 17 回転糸切 板状圧痕

土nT器 回転ナデ 回転ナデー指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸 127J 板状圧痕

±lT器 /1ヽ 皿 回転ナデ 回 1云 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 15 |コ 1曖 糸切 薄く内底ロクロロ

土師器 SB01 回転ナデ ll111云 ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 17 回1伝 糸切 反1氏 復元

土師器 回転ナデ |コ 1云 ナデ 浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 t/」 圧痕

土nT器 回 1云 ナデ 回1瞑 ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸L/J 指頭痕

土師器 |コ 転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 口11云 糸 L/J

土師器 回転 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
lmn以 下の鉱物・砂粒 15 口11云 糸L/J 内底ロクロロ

土‖T器 回転ナデ 置1転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物 砂粒 口I転 糸 L7J 圧痕 内底ロクロロ

土師器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
i支 ず〔イ登

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13 1回 転糸 L/J 内底ロクロロ

土師器 nl転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 口l転 糸切 板状圧痕

土nT器 小 IIll 回転ナデ 回転ナデ
橙

(75YR7/6)
橙

(75YR7/6)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
内ロクロロ

土師器 種l転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 回転ナデ 口1転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13 口:転 糸 LJJ 板状圧痕 内底ロクロロ

土師器 /1ヽ 皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
3mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 LJJ 板状圧痕

土師器 /1ヽ 皿 回:歓 ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(7.5YR8/3)

lmm以下の鉱物・

砂粒 軽石
回転糸切 板状圧痕

第 7表 SB01内出土遺物観察表 土師器(4)
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掲載

番号
種  別 器  種

層
構

土出

遺
調 整 (外面 ) 調 整 (内面 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞
口

＜ｃ

径

ｍ＞
底

＜ｃ
縮
＜ｃｍ＞

考

土師器 」ヽ皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 ナデ 反転復元

上師器 小皿 SB01 回1云 ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

上師器 小皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 圧痕 指頭痕

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

3mm以 下の鉱物・砂粒 14 回転糸切 板状圧痕 指頭痕

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切

土lT器 /1ヽ 皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR3/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 指頭痕 内
工具ナデとロクロロ

土泊T器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 薄く板状圧痕 iLljく 内底
ロクロロ

土師器 小皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 反転復元

土師器 /1ヽ皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 薄く内底ロク
ロロ

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR3/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 13

回転糸切 板状圧痕 薄く内底ロク
ロロ

土師器 小 皿 口1転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 内底粘土Лlh伺

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 圧痕 薄く内底ロクロロ

上師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR6/4)
にぶい橙

(75YR6/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 外指頭痕 内底ロクロロ

上師器 小皿 SB01 回転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(7.5YR7/3)

にぶい橙
(75YR7/4)

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

5nlnl以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 薄く板状圧痕 外指頭痕

薄く内底ロクロロ

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 指頭痕 反

転復元

土師器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 薄く内底ロク
ロロ

土師器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)

にぶい橙
(75YR7/4)

lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

206 土師器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
橙

(10YR7/4)

橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR8/4)

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 反転復元

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

2mm以 下の鉱物・砂粒
回転糸切 指頭痕 内底ロクロロ

内外薄く鉄分付着

土師器 小皿 回 1伝 ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
橙

(75YR7/6)
inm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 内外指頭痕

土師器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸LJJ 内底ロクロロ

土師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 15 回転糸切

上師器 回転ナデ 回転ナデ
橙

(75YR7/6)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 小皿 回転ナデ 回1云 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

上師器 回転ナデ 腫I転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

上漁T器 小 皿 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 薄く内底ロクロロ

土漁T器 回1云 ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

217 土白T器 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)

灰白
(10YR8/2)

2mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 ナデ 磨耗

±lT器 回転 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)

浅黄橙
(75YR8/4)

2■m以下の鉱物・砂粒 14 回転糸切 板状圧痕

LnT器 回1伝 ナテ 1回 転ナデ→指ナデ
橙

(75YR7/6)
浅黄橙

(75YR8/6)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 内炭化物付

着

土師器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 |コ 1云 ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR8/4)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切

土師器 口l転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

2111m以 下の鉱物・砂粒 口1転糸切 板状圧痕 内底ロクロロ

±lT器 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸切 圧痕 薄く内底ロクロロ

土師器 1回 転ナデ 巨l転 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR7/4)
浅黄橙

(75YR7/3)
inm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

薄く内底ロクロロ

225 土欝T器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

lmm以 下の鉱物・砂粒 口l転 糸切 反転復元

土師器 回転ナデ 回転ナデ
1登

(75YR7/6)
橙

(75YR7/6)
lmm以 下の鉱物・砂粒 15 lrll転 糸切 ナデ

土師器 S301 1回 転ナデ 口l転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切

上師器 小 皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
l鶴血以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

第 8表 SB01内 出土遺物観察表 土師器(5)
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掲載

番号
種  別 器  種

層
構

土出

造 調 整 (外面 ) ilFl 整 (内面 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土
径

↓

Ｅ‐

＜
ｃ

底 径

(cm)
縮
＜ｃｎ‐＞

備 考

土和F器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸切 内外炭化物・鉄分付着

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒

口1転糸切 内底粘土貼付 反転復

土師器 回転ナデ 回 :抵 ナデ
にぶい橙

(75YR74)
にぶい橙

(75YR7/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 L7J 板状圧痕 指頭痕

土師器 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR7/4)
浅黄橙

(10YR7/4)
lnm以 下の鉱物・砂粒 回1云 糸 L7」 板状圧痕

土師器 回:伝 ナデ 回 1云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 LyJ 板状圧痕 内底ロクロロ

土師器 回転ナデ Inl転ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒

巨I転糸切 板状圧痕 薄く内底ロク
ロロ

土師器 回転ナデ 回1云 ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/3)
lmm以下の鉱物・砂粒 12 回1云 糸 L7」 板状圧痕

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
橙

(75YR7/6)
橙

(75YR7/6)
lmm以下の鉱物・砂粒 |コ 転糸切 板状圧痕

土師器 回転ナデ 口1転 ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

浅黄橙
(10YR7/4)

lmm以下の鉱物・砂粒 15 回転糸切 外指頭痕 内底ロクロロ

±1雨器 回 1云 ナデ 回転ナデ→指ナテ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 口1転糸切 板状圧痕

土師器 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3mm以 下の4771物 ・砂粒 口1転糸切 板状圧痕 指頭痕

土慣T器 SB01 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

2mm以 下の鉱物・砂粒 12
回転糸 LJJ 指頭痕 薄く内底ロクロ
日

土nT器 口1転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

浅黄橙
(10YR7/4)

21111以 下の鉱物・砂粒 14 Iコ 1云 糸切 薄く内底ロクロロ

242 上師器 SB01 口1転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

灰黄褐
(10YR7/2)

lmm以 下の鉱物・砂粒 15 回転糸 LJJ 指頭痕

土師器 小皿 回転ナデ 回1云 ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
2mm以 下の鉱物・砂4il

回転糸切 薄く板状圧痕 一部ナデ

外一部指ナデ 内指頭痕

土師器 小皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
lmm以 下の鉱物・砂粒 回転糸 L/」

土師器 回転ナデ lnl転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm以 下の鉱物 .砂粒
口1転糸切 板状圧痕 内底ロクロロ
反転復元

土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデー指ナデ
浅黄橙

(75YR7/4)
浅黄橙

(75YR7/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

土師器 回転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

248 土師器 卜皿 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸LyJ 内底ロクロロ 内外炭化

物付着 反転復元

249 土師器 SB01 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/4)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 外指頭痕

土澪T器 不
灰白

(25YR8/1)
灰白

(25YR8/1)
ごく微小の鉱物・砂粒

上nT器 杯 |ヨ 転ナデ 回転ナデ
灰白

(75YR8/2)
灰白

(75YR8/2)
lmm以 下の鉱物・砂粒 外墨書 反転復元

252 鉄製品 釘

鉄製品 釘 93g

鉄製品 釘 71g 木質付着

255 鉄製品 釘 74g 先端部の曲がり

256 鉄製品 釘 172g 頭部欠損

257 鉄製品 釘 103g 頭部欠損

鉄製品 釘 11 lg 頭部欠損

鉄製品 釘 28g 両端欠損

鉄製品 SB01 16g 先端部欠損

鉄製品 錠 ? 159g 両端欠損

262 鉄製品 SB01 86g 上下欠損

263 鋼製品 06g 欠損

建築部材 壁土 上塗・漆喰 圧痕 (柱 ?)
褐灰

(10YR5/1)
灰白

(10YR8/1)
植物繊維  2mm以 下
の鉱物・砂粒 小石

建築部材 壁 土 木舞痕
灰白

(10YR8/1)
植物繊維 2mm以 下
の鉱物・砂粒 小石

266 建築部材 壁土 SB01 中塗 ? 木舞痕
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/6)
植物繊維  5mm以 下
の鉱物・砂粒 軽石

二次被熱 ?

建築部材 壁 土 中塗 ? 木舞痕
にぶい橙
(5YR7/3)

植物繊維  4mm以 下
の鉱物・砂粒

二次被熱 ?

268 建築部材 壁土 一部漆喰 本舞痕
橙

(5YR7/6)
にぶい橙
(5YR7/3)

植物繊維  lmm以 下
の鉱物・砂粒 小石

二次被熱 ?

建築部材 壁 土 木舞痕
にぶい橙
(5YR7/4)

植物繊維 lmm以 下
の鉱物・砂粒

二次被熱 ?

第 9表 SB01内出土遺物観察表 土師器(6)・ 鉄製品 0鋼製品 0建築部材
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図版 10 SB01内 出土遺物写真 土師器
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24は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。25は底部下端が張 り出し、底部から体

部にかけて直線的に立ち上がる。外面にはロクロロが残る。26～40は B類中型に分類される。26～ 28は底部が

薄い円盤状を呈 し、体部はやや曲線的に開きながら立ち上がる。27は体部外面に明瞭なロクロロが残 り、焼成

が堅緻である。29は器高が2.9cmと やや低 く、底部と体部との境は不明瞭で、底面から引続いて緩やかに体部

へと移行する。体部は直線的に立ち上る。30～32は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち

上がる。33は 器高が4.lcmと 高い。底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。34は底

部下端が大 きく張 り出し、底部は薄い円盤状を呈する。体部はやや曲線的に開きながら立ち上がる。35は底部

下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。外面にはロクロロが残る。36は底部下端が

張 り出し、低部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。外面下半には幅の狭いロクロロが残る。37～ 40は底

部下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に

立ち上がる。39は 日縁端部が外反する。40は体部外面に

|    |   |      ロクロロが残る。41、 42は B類大型に分類される。41は

底部が薄い円盤状を呈 し、体部はやや曲線的に開きなが

ら立ち上がる。42は底部下端が張 り出し、体部はやや曲

線的に開きながら立ち上がる。体部タト面にロクロロが残

る。43～ 62は C類小型に分類される。43は底部下端が張

り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がるが、

器形の歪みにより屈曲する部分 も見られる。44～ 46は底

“
ヽ
Ｎ

・ヽ

ヨ

ゝ
_________一

― T‐ 一 ― ― 一 ― 一 一 一 一 一 一 ゴ

m

147.2m

147.2m

第19図  SB02実沢1図
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SB02 完掘状況 (南西から)

SB02 完掘状況 (南から)

図版12 SB02写真
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第20図  SB02内 出土遺物実測図 陶磁器
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図版13 SB02内 出土遺物写真 陶磁器

部下端が張り出し、底部から体部にかけて44、 46は 曲線的、45は 直線的に立ち上がる。45、 46は体部外面にロ

クロロが残る。47は底部下端が若千張 り出し、体部は一旦屈曲した後、直線的に立ち上がる。48は底部が薄い

円盤状を呈し、体部は曲線的に立ち上がる。49は底部が厚 く、底部から体部にかけてやや開きながら立ち上が

り、回縁部は大きく外反する。50は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。体部に

接合痕が見られる。51、 52は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。52は外面

にロクロロが残る。53、 54は底部下端がやや張り出し、体部は一旦屈曲した後、直線的に立ち上がる。54は焼

成がやや堅緻である。55、 56は底部下端が張り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。57は底部と

体部との境は不明瞭で、底面から引続いて緩やかに体部へと移行する。体部は曲線的に立ち上がる。58～ 62は

底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて58、 60～62は 曲線的、59は直線的に立ち上がる。58、 60～62

は体部外面にロクロロが残る。63～86は C類中型に分類される。63～ 67は底部下端が張 り出し、底部から体部

にかけて直線的に立ち上がる。66は体部外面に明瞭なロクロロが残る。68は底部下端が張 り出し、底部から体

部にかけてやや曲線的に立ち上がる。69は底部が薄い円盤状を呈し、体部は曲線的に立ち上がる。70は底部下

端がやや張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。71は底部下端が張り出し、底部から体部にか

けて直線的に立ち上がるが、一部には曲線的な部分も見られる。72、 73は底部下端が若千張り出し、底部から

体部にかけて直線的に立ち上がる。73は体部外面にロクロロが残る。74は底部が薄い円盤状を呈し、体部は曲

線的に立ち上がる。75～ 77は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。75は底部下端

◎
271

271

載
号

掲
番

種  別 器 種
層
構

土出
遺

調 整 (外面 ) 調 整(内面) 胎  土 口径(cm) 底径 (cm) 器高(cm) 備 考

青磁 碗 SB02 施 釉 施釉 灰白色 同安窯系碗I-1類

青磁 71ヽ 碗 SB02 施釉 施釉 灰白色 龍泉窯系碗I-1類

第10表 SB02内 出土遺物観察表 陶磁器
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第21図  SB02内 出土遺物実測図 土師器・鉄製品

図版14 SB02内 出土遺物写真 土師器・鉄製品
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載
号

掲
番 種 別 器 種

層
構

土出
遺 調 整 (外面) 調 整(内面) 色調(外面) 色調 (内 面 ) 胎   土

径

ｍ＞
口

＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ
粕
ｍ

備 考

土師器 不 SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土師器 ll( SB02 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 内底ロクロロ 反転復元

274 土師器 壻( SB02 回転ナデ IJ転ナデ→指ナデ
灰白

(10Y8/2)

灰白
(10Y8/2)

ごく微小の鉱物・砂粒
回転糸切 板状圧痕 内ロクロロ
内外炭化物付着 反転復元

土師器 不 SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅責橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 125

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
内底ロクロロ

土師器 イ SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
内底ロクロロ

277 土師器 小皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅責橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 内底ロクロロ

278 土師器 小皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 ll 回転糸切 指頭痕

土師器 小 皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
2皿皿以下の鉱物・砂粒 13 回転糸切

土師器 小 皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

4mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 内底ロクロロ

土師器 小皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

282 土師器 小皿 SB02 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 14 回転糸切 指頭痕

283 鉄製品 釘 SB02

第11表 SB02内 出土遺物観察表 土師器・鉄製品
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282 274
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第22図  SB03実沢1図

o         2m

の張 り出しが小さく、体部夕ヽ面にはロクロロが残る。78は底部と体部との境は不明瞭で、底面から引続いて緩

やかに体部へ と移行するが、底部下端が張 り出す部分も見られる。体部はやや曲線的に立ち上がる。焼成は堅

級である。79～ 82は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上がる。79、 80は底部下端

の張 り出しがごく小さい。81、 82は 体部外面にロクロロが残る。83は 器高が4.Ocmと やや高 く、底部下端が張

り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。84、 85は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲

線的に立ち上がる。体部外面にロクロロが残る。84は全体的に器壁が厚い。86は底部下端が張 り出す。底部か

ら体部にかけてやや曲線的に立ち上がるが、一部には屈曲も見られる。体部外面にはロクロロが残る。87～ 93

は底部～体部片である。いずれも底部下端がやや張 り出す。87は 回転糸切ヘラ切離 しである。89、 91は底部が

円盤状を呈する。89は体部が曲線的に立ち上がる。

94～ 249は 小皿である。94～ 102は A類中型に分類される。94は底部が薄い円盤状を呈する。体部は曲線的

に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。95～ 102は底部下端が若干張 り出し、底部から体部にかけて直線的に

立ち上がる。99以外は日縁部を薄 く仕上げる。97、 98、 100は底部下端に糸痕跡が残る。97は底部中央に亀裂

が見 られる。95、 98、 100～ 102は底部が厚 く、口縁部から底部内面までがやや浅い。99は 底部内面中央が大

きく凹む。96、 100は焼成が堅緻である。103～ 106は A類大型に分類 される。103は底部が薄い円盤状を呈す

る。体部は曲線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。底部内面中央が大 きく凹む。104は底部下端が若千

張 り出し、底部から体部にかけて外反 しながら立ち上がる。日縁部から底部内面までが浅 く、焼成は堅緻であ

る。105は底部が薄い円盤状を呈し、体部は曲線的に立ち上がる。底部内面中央が大きく凹む。106は底部下端

がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。焼成はやや堅緻である。107～ 109は B類小型に

分類される。107は底部から体部にかけて曲線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。108は底部下端が張 り

出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部の器壁が厚 く、日縁部から底部内面までがごく浅い。

109は器高が1.Ocmと 低い。底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。日縁部から

底部内面までがごく浅い。110～ 164は B類中型に分類される。110は底部下端が張 り出す。底部から体部にか

けて外反しながら立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。底部内面が大 きく凹む。111は底部下端にナデ調整を
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第23図  SB03内 出土遺物実測図 土師器・鍛冶関連製品・建築部材

第12表 SB03内 出土遺物観察表 土師器・鍛冶関連製品・建築部材

掲載
番号

種 別 器  種
層
構

土出
遺 調 整(外面 ) 調 整 (内 面) 色調(外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞
口

＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ

器高
(cm)

1南 考

土師器 llN SB03 FI転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR3/2)
灰白

(10YR8/2)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板1人圧痕 外指頭痕

285 土師器 杯 SB03 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
橙

(5YR7/6)
橙

(2 5YR716)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕

286 土師器

“

( SB03 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
灰白

(10YR7/1)
灰白

(10YR8/2)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 小 皿 SB03 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

鍛冶関連 羽 口 S303 lmm以下の鉱物・砂粒

建築部材 壁 土 SB03 L塗 木舞痕
浅黄橙

(10YR8/3)
灰白

(10YR8/2)
植物繊維 2nlln以 下
の鉱物・砂粒

建築部材 壁士 SB03 上 塗 木舞痕
浅黄橙

(10YR8/3)
灰白

(10YR8/1)
植物繊維 2mm以下
の鉱物・砂粒

建築部材 壁土 SB03 上塗 木舞痕
浅黄橙

(10YR8/4)
1天 白

(10YR8/1)
植物繊維 2mm以下
の鉱物・砂粒

285 286 284

291

土師器・鍛冶関連製品・建築部材
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第24図  SB04実測図

施す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。112は底部下端が張 り出し、底部

から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部に穿孔を行う。113は底部下端が若干張 り出し、底部から体部に

かけて曲線的に立ち上がる。114は 日縁部を薄 く仕上げ、焼成は堅級である。115～ 117は底部から体部にかけ

て直線的に立ち上がる。116は 回縁部を薄 く仕上げる。底部の器壁が厚 く、日縁部から底部内面までがごく浅

い。118は底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて外反しながら立ち上がる。119、 120は底部下端が

やや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部内面中央が大きく凹む。121は底部下端が張

り出す。底部から体部にかけて段差が形成され、日縁部を薄 く仕上げる。122、 123は底部が薄い円盤状を呈

し、体部は曲線的に立ち上がる。122は 口縁部から底部内面までがやや浅 く、焼成は堅緻である。124、 125は

底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。126は底部下端が張 り出す。底部から体部

にかけて段差が形成され、日縁部を薄 く仕上げる。底部内面が大 きく凹む。焼成は堅緻である。127は底部下

端がやや張 り出し、糸痕跡が残る。底部から体部にかけて外反 しながら立ち上が り、日縁部をやや薄 く仕上

げる。日縁部から底部内面までがごく浅い。128～ 131は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的

に立ち上がる。129は底部内面を平坦に調整する。130、 131は 回縁部を薄 く仕上げる。132は底部下端が張 り出

し、底部から体部にかけて段差が形成される。133は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけてやや曲線的

に立ち上がる。134は底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて外反気味に立ち上がる。135～ 137は底

部下端が張 り出す。底部から体部にかけて曲線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。135は底部下端の張

り出しがやや小さい。138は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。139は底部下端

がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。140、 141は底部下端が張 り出し、底部から体部

にかけて曲線的に立ち上がる。140は 口縁部を薄 く仕上げ、底部内面中央が大きく凹む。141は 回縁端部が外反

する。142は底部下端が張 り出し、糸痕跡が残る。底部から体部にかけて外反しながら立ち上がる。143、 144

は底部下端がやや張 り出す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。145は底部

下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上がる。146は底部下端が張 り出し、糸痕跡が残る。

底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。147は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に

立ち上がる。148は 底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。149は底部下端が張 り
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第25図 SB04内 出土遺物実測 図 陶磁器

10cm

載

号
掲
番 種  別 器 種

層
構

土出
遺 調 整 (外面 ) 調 整(内面) 胎  土 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 備 考

瓦質土器 火鉢 ? SB04 ナデ ナデ 灰黄色 外面やや摩耗

第13表 SB04内 出土遺物観察表 陶磁器

出し、工具による切れ目が一周する。底部から体部

にかけて直線的に立ち上がり、日縁部を薄く仕上げ

る。底部の器壁が厚 く、内面を平坦に調整する。口

縁部から底部内面までがごく浅い。150は底部下端

に糸痕跡が残る。底部から体部にかけて曲線的に立

ち上が り、日縁部を薄く仕上げる。151は底部下端

が張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上

がる。152は底部下端が張 り出す。底部から体部に

かけて段差が形成され、日縁部を薄く仕上げる。底

部中央に粘土の充填が見られる。充填土に糸切離し

の痕跡がなく、板状圧痕のみが残る点より、切離し

後に充填されたものと考えられる。焼成は堅緻であ

る。153は底部下端が張 り出し、底部から体部にか

けて直線的に立ち上がる。154は底部下端が張 り出

す。器形の歪みが酷 く、底部から体部にかけて外反

しながら立ち上がる部分、段差が形成される部分と

様々である。日縁部を薄 く仕上げる。155は底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。156は底部下端がやや

張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。157、 158は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけ

てやや曲線的に立ち上がる。157は底部内面が大きく凹む。158は 口唇部の一部を平坦に仕上げる。159は底部

下端が張 り出す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。日縁部から底部内面ま

でが浅 く、焼成は堅緻である。160は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。底部

中央には亀裂が貫通 している。161は底部下端が大きく張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。

162は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。内面における底部と体部との境はやや

不明瞭で、中央が大 きく凹む。163は底部下端が大きく張 り出し、糸痕跡が残る、底部から体部にかけて直線

的に立ち上が り、口縁部を薄 く仕上げる。底部内面中央が大 きく凹む。焼成は堅級である。164は底部下端が

若干張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底面には板状圧痕が残る。底部内面中央が大きく

凹む。165～ 215は B類大型に分類される。165は底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部内面を平坦

に調整する。166は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。底部内面中央が大きく凹

む。焼成は堅級である。167は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、口縁部を薄

く仕上げる。168は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて段差が形成され、日縁部を薄 く仕上げる。169

は底部下端が張 り出し、底部は円盤状を呈する。体部は直線的に立ち上がる。170は底部下端の一部が張 り出

す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。底部内面中央が大きく凹む。171は

底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。172は底部下端がやや張 り出す。底部から

292

図版16 SB04内 出土遺物写真 陶磁器
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第26図  SB04内 出土遺物実測図 土師器

295 298

299

0         5         10Cm

掲載
番号

種  別 器 種
層
構

土出
遺

調 整 (外面 ) 調 整(内面 ) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土
tf14
\ cm/

径
ω

底
＜ｃ

器高
(cm)

備 考

土師器 14モ SB04 回転ナデ lnl転 ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以下の鉱物・砂粒

回転糸切 外指頭痕 内底ロクロロ
反lII復元

土師器 均: SB04 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
4mm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
内底ロクロロ 反転復元

295 L泊市器 小IIn SB04 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 小 皿 SB04 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
3nml以下の鉱物・砂粒 回転糸切 ナデ 外指頭痕

297 土師器 小皿 SB04 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
31nll以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

298 土師器 小皿 SB04 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 反転復元

土師器 小 皿 SB04 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
4mm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 内薄く炭化物
付着

第14表 SB04内 出土遺物実預1図 土師器

図版17 SB04内 出土遺物写真 土師器

体部にかけて曲線的に立ち上がり、口縁部を薄く仕上げる。173は底部下端が張り出す。底部から体部にかけ

て段差が形成され、日縁部をやや薄く仕上げる。174は底部下端が張 り出し、底部は薄い円盤状を呈する。体

部は曲線的に立ち上が り、日縁部を薄く仕上げる。175～ 177は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて

直線的に立ち上がる。176は 口縁部を薄く仕上げ、底部内面を平坦に調整する。177は底部下端に糸痕跡が残

る。178は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて段差が形成され、日縁部をやや薄 く仕上げる。日縁部

から底部内面までがやや浅い。179～ 184は底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上が

る。179は底部下端に糸痕跡が残る。183は 口縁部から底部内面までがやや浅い。184は底部内面中央が大きく

凹む。185は底部がごく薄い円盤状を呈し、体部は曲線的に立ち上がる。日縁部から底部内面までがやや浅い。

186は底部下端がやや張り出す。底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。187は底部下端が張 り出す。底部

から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄く仕上げる。188は底部下端が張り出し、底部から体部に

かけて段差が形成される。189は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を

薄く仕上げる。190は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。191～ 193は底部

から体部にかけて直線的に立ち上がる。191、 192は底部下端に張 り出しが見られるが、193は底部下端にナデ

調整を施す。194は底部下端が張り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。195は底部下端がやや張り
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第27図 SB05実演1図

出す。底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。196は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて直線的

に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。197は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。

底部内面中央が大きく凹む。198は底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。199

は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。200、 201は 底部下端が張 り出し、底部から

体部にかけて曲線的に立ち上がる。202は 底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。内

面における底部と体部との境はやや不明瞭である。203は 器高が1.Ocmと 低い。底部下端が若千張 り出す。底部

から体部にかけて直線的に立ち上が り、日縁部を薄 く仕上げる。日縁部から底部内面までがごく浅い。204は

底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて段差が形成され、日縁部を薄 く仕上げる。205、 206は底部下端が

やや張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部の器壁が厚 く、日縁部から底部内面までが浅

い。206は 口縁部を薄 く仕上げ、底部内面を平坦に調整する。207は 底部下端がやや張 り出し、底部から体部に

かけて外反 しながら立ち上がる。208は 底部下端がやや張 り出す。底部から体部にかけて薄 くではあるが段差

が形成され、日縁部を薄 く仕上げる。209は底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて曲線的に立ち上が り、

日縁部を薄 く仕上げる。底部内面中央が大きく凹む。210は 底部が薄い円盤状を呈 し、体部は曲線的に立ち上

がる。底部内面が大きく凹む。211～213は 底部下端が張 り出し、底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上が

る。213は底部内面中央が大 きく凹み、亀裂が貫通する。214は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて段

差が形成される。215は 底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。216、 217は C類小

型に分類される。216、 217は底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。底部内面中央

が大 きく凹む。218～230は C類中型に分類される。218～ 220は 底部下端がやや張 り出し、底部から体部にか

けて直線的に立ち上がる。218は 底部下端に糸痕跡が残 り、焼成は堅緻である。220は 回縁部を薄 く仕上げる。
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第2‐8図 SB05内出土遺物実測図 陶磁器

図版18‐ SB05内出土遺物写真 陶磁器

221は底部下端が張り出す。底部から体部にかけて段差が形成され、口縁部をやや薄く仕上げる。底部内面中

央が大きく凹む。222、 223は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。222は口

縁部―を薄く仕上げる。223は底部内面中央が大きく凹む。224は底部が円盤状を呈し、体部は曲線的に立ち上が

る。225は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて外反気味に立ち上がる。焼成は堅緻である。226～

230は底部下端がやや張り出し、底1部から体部にかけて直線的に立ち上がる。227は底部下端に糸痕跡が残り、

焼成はやや堅緻である。228は底部内面中央が大きく凹む。230は口径に対する底径の比率が極端に高い。231

～247は C類大型に分類される。231は底部下端が張り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。232、

233は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。232は口縁部を薄く仕上げ、底:部

内面を平坦に調整する。233は底部内面中央が大きく凹み、中央部は欠損している。234は底部下端が張り出

す。底部から体部にかけて直線的に立ち上がるが、器形の歪みにより曲線的になる部分、段差が形成される部

分も見られる。235、 236は底部下端が張り出し、底部から体部にかけて外反気味に立ち上がる。235は底部内

面を平坦に調整する。237は底部下端が張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。238は底部から

体部にかけて直線的に立ち上がる。239～246は底部下端がやや張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち

上がる。240は底部内面が大きく凹む。243は底部下端の一部が大きく張り出し、糸痕跡が残る。246は底部中

央に亀裂が貫通す:る。247は底部下端が張り出す。底部から体部にかけて曲‐線的に立ち上がり、日縁部を薄く

仕上げる。248は器高が2.2cmと 高い。B類中型に分類される。底部下端が張り出し、底部から体部にかけて曲

線的に立ち上がる。249は器壁が2.5cmと 高い。B類大型に分類される。底部下端が張り出し、底部から体部に

掲載
番号

種 別 器 種
出土層
遣 構

調 整(外面) 調 整(内面) 胎 土 口径 (cm) 底径(m) 器高(cm) 備 考

300 青磁 碗 SB05 施釉 施釉 灰白色 五 6 (反転復元)籠泉窯系‐珈 ―b類

301 東播系須恵器 鉢 SBl15 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色

第15表 SB05内出土遺物観察表 陶磁器
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第29図 SB05内出土遺物実浪1図 土師器

0         5         10cm

かけて直線的に立ち上がる。250は底部片かと考えられる。墨書を行う。判読不明である。251は 不体部片であ

る。外面に墨書を行う。判読不明である。

252～262は鉄製品である。252～ 258は 鉄釘と考えられる。252～253は L字状の頭部を呈すると考えられる。

256～ 254は 頭部を欠損する。259は 両端部を欠損する。260は ごく短い鉄製品である。頭部が厚 く、先端部が尖

る。261は 鎗かと考えられる。両端を欠損する。262は 板状の鉄製品である。

263は 銅製品である。欠損 しているが、輸状の製品が複数連なる形状であったと考えられる。

264～ 269は 多量の植物繊維が混入された粘土塊で、壁土の一部と考えられる。竹と見られる木舞痕が残る。

264は 上塗が残る。266～ 269は 二次被熱によるものか、橙色系の色調を呈する。

2号掘立柱建物 (SB02:第19～21図 0第 10011表 。図版12～ 14)

SB01に 南接 している。D地区、グリッド:ス ～ソー28～ 30区 で検出した。柱穴の径は約70cm、 検出面から

の深さも70cm、 柱間は2.2mで、SB01の 南端部分から、 2列並んで南へ 6間、そこから東へ折れて 6問確認 し

ている。この柱穴配置から、回廊状の遺構ではないかと推定 している。各々の柱穴の底には根石と思われる石

が置かれてあった。SB01と の切 り合いは確認できていない。北西部分でSS02と 重なっているが、敷石状遺構

であるSS02がSB02の柱穴を覆っている状態であったことからSB02→SS02の 時期差をみてよいであろう。

270は 同安窯系青磁碗の回縁部片である。碗 I-1類 に相当し12世紀中頃から12世紀後半にかけてのもので

ある。271は 龍泉窯系青磁小碗の底部片である。tt I-1類 に相当し12世紀中頃から12世紀後半にかけてのも

のである。

出土土師器の総重量は6,760gで あつた。272～ 276は 杯である。272～ 274は C類小型に分類 される。272、

273は 底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。274は底部と体部との境が不明瞭で、

底面から引続いて緩やかに体部へと移行 し、体部はやや曲線的に立ち上がる。外面にはロクロロが残る。全体

的に器壁が薄 く、焼成は堅緻である。275、 276は C類大型に分類される。275、 276は底部下端が張 り出し、底

部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。276は タト面にロクロロが残る。

277～282は 小皿である。277～ 279は B類中型に分類される。底部下端が若千張 り出し、底部から体部にかけ

て直線的に立ち上がる。277は 回縁部をやや薄 く仕上げる。280、 281は B類大型に分類される。280は 底部下端

が若千張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。日縁部を薄 く仕上げる。281は 底部と体部との境
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掲載
番号

種  別 器 種
出土層
遺 構

調 整 (外面 ) 調 整(内面) 色調 (外面 ) 色調 (内 面 ) 胎  土
径

齢

口

に

径

趙

底

＜ｃ

器高
(cln)

備 考

土師器 lTN SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
反転復元

:L師 器 不 SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅貴橙

(10YR8/3)
lmm以下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 外指頭痕
反転復元

上師器 17( SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
灰白

(10YR8/2)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土師器 杯 SB05 回転ナデ 回転ナデ
浅責橙

(75YR8/3)
浅黄橙

(75YR8/4)
5mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土師器 杯 SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
3m以下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

307 土師器 い SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/4)
浅黄橙

(10YR8/4)
2mnl以 Fの鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 反転復元

土師器 小 皿l SB05 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

ごく微小の鉱物・砂粒 16 回転糸切 指頭痕 反転復元

土師器 卜Il SB05 回転ナテ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)
灰白

(10YR8/2)
lmm以 下の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 磨耗 反転

復元

土師器 SB05 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
灰白

(10YR8/2)
2mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 内底ロクロロ

土師器 小 jni SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 74 回転糸切 反転復元

土師器 小 lln SB05 回 転 ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕

土師器 小 皿 SB05 |コ 転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR6/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

lmm以下の鉱物・砂粒 13 回転糸切 指頭痕 反転復元

土nT器 小皿 SB05 回転ナデ 回転ナデ
浅黄橙

(75YR8/4)
浅黄橙

(75YR8/4)
3mm以下の鉱物・砂粒 回転糸切 指頭痕 反転復元

土師器 小皿 SB05 IJ転ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

4mm以下の鉱物・砂粒 17 回転糸切 指頭痕

土師器 小 皿 SB05 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰白

(10YR8/2)
浅黄橙

(10YR8/3)
ごく微小の鉱物・砂粒

回転糸切 板状圧痕 内外薄く鉄

分付着 磨耗 反転復元

L師器 卜皿 SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙

(10YR8/3)
4mm以 下の鉱物・砂粒 回転糸切 板状l■ 痕 外指頭痕

土師器 小 皿 SB05 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
橙

(75YR7/6)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 反転復元

第16表 SB05内 出土遺物観察表 土師器
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〃
317

311

図版19 SB05内 出土遺物写真 土師器

が不明瞭で、底面から引続いて緩やかに体部へと移行し、体部は曲線的に立ち上がる。口縁部をやや薄 く仕上

げる。底部内面を平坦にナデ調整する。282は C類小型に分類される。底部下端が張 り出し、底部から体部に

かけて直線的に立ち上がる。底部が厚 く、日縁部から底部内面までが浅い。

283は 鉄釘である。 L字状の頭部を呈すると考えられる。

3号掘立柱建物 (SB03:第22023図・第12表・図版 15)

D地区、グリッド:セ ～ソー27～ 28区 にある。東西 3間 、南北 2間 で長軸は東西にある。SD25が 内部を北

西―南東方向に走行 している。柱穴の径はまちまちで、検出面からの深さも50cmか ら90cmと 差がある。

出土土師器の総重量は677gであつた。284～ 286は 杯で、B類中型に分類される。器高が2.4～ 3.Ocmと 低 く、

底部と体部との境が不明瞭で、底面から引続いて緩やかに体部へ と移行する。体部はやや曲線的に立ち上が

る。全体的に器壁が薄 く、焼成は堅級である。286は 底部下端の一部に張 り出しが見られる。

318
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第30図  SB06実測図

287は小皿でB類中型に分類される。底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。

288はふいご羽口体部片である。磨耗が進み通風孔径は不明である。289～ 290は 多量の植物繊維が混入され

た粘土塊で、壁土の一部と考えられる。上塗や竹と見られる木舞痕が残る。

4号掘立柱建物 (SB04:第 24～ 26図 0第13014表・図版 16・ 17)

シ～スー26～ 27区 に位置する。南北 3間、東西 1間 で、柱穴の径は30～ 40cm、 深さは40～ 80c鵬 ほどである。

南西部分は調査区外にある。SS02の 内部に位置する格好となっており、関連性がうかがえる。

292は瓦質土器 (火鉢 ?)の底部片で、外面がやや摩耗 している。

出土土師器の総重量は2,545gであった。293、 294は 杯である。293は C類中型に分類される。底部下端が若

干張 り出し、体部は一旦緩やかに屈曲した後、曲線的に立ち上がる。294は B類大型に分類される。底部下端

が張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。外面にはロクロロが残る。

295～299は 小皿である。295、 296は B類中型に分類される295は 底部下端がやや張 り出し、糸痕跡が残る。

底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。296は 底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。297、 298は B

類大型に分類される。297は底部下端がやや張 り出し、底部から体部にかけて段差が形成される。日縁部を薄

く仕上げる。298は 底部下端が若千張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。焼成はやや堅緻で

ある。299は C類中型に分類される。底部下端が張 り出し、底部から体部にかけてllll線的に立ち上がる。

5号掘立柱建物 (SB05:第27～ 29図・第15016表 0図版18019)

SB01の 北側、グリッド :ス ～ソー23区 に位置する。南北 2間、東西 3間 の構造で、北側の 1間分だけ庇が

つ く。東西方向に細長い。柱間は東西 2m、 南北 lmを測る。柱穴の径は30～ 50cm、 検出面からの深さは80cm

～ lmほ どである。

300は龍泉窯系青磁碗の回縁部片で、外面に鏑蓮弁文が施されている。碗 Ⅱ―b類 に相当し13世紀初頭から

13世紀前半にかけてのものである。301は東播系須恵器鉢の目縁部片で、回唇部外面に重ね焼きの痕跡である

自然釉がみられる。

出土土師器の総重量は13,498gであった。小 Illlに 比べ杯の完形率がやや低い。302～ 307は不である。302は

Ｅ

ｏ
．卜
ヾ
ｒ

-54-



7・マ ｀
更F~~~~~=T~~~~~-77′

320319

321
0         5         10Cm

第31図 SB06内 出土遺物実測図 陶磁器

319 320

図版20 SB06内 出土遺物写真 陶磁器

C類中型に分類される。底部下端がやや張 り出し、

底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。外面に

は明瞭なロクロロが残る。底部内面が大きく凹み、

中央付近で厚さ約0.3cmと 極端に薄い。焼成は堅緻

である。303は C類大型に分類される。底部下端が

若干張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち

上がる。304～ 307は底部～体部片である。いずれも

底部下端が張 り出す。306は 底部下端に糸痕跡が残

り、焼成が堅緻である。

308～ 318は 小皿である。308は A類大型に分類さ

れる。底部下端がやや張り出し、糸痕跡が残る。底

部から体部にかけて直線的に立ち上がる。309～ 311
321

載
号

掲
番 種 別 器 種

層
構

土出
遺 調 整(外面) 調 整 (内面 ) 胎  土 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 備 考

青磁 碗 SB06 施釉 施釉 灰白色 龍泉窯系碗Ⅲ-2c類

白磁 皿 SB06 施釉 施釉 灰白色 (反転復元)皿 Ⅸ類

備前 霊 SB06 回転ナデ 回転ナデ 明赤褐色 外面に3条の沈線あり Ⅳ期

第17表 SB06内 出土遺物観察表 陶磁器

-55-



324

ヽ   
一

′

325

第32図 SB06内 出土遺物実測 図 土師器

0         5         10cm

323

図版21 SB06内出土遺物写真 土師器

はB類中型に分類される。309は底部から体部にかけてやや外反しながら立ち上がる。310は底部下端が大きく

張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。311は 底部から体部にかけて曲線的に立ち上が り、口

縁部を薄 く仕上げる。日縁部から底部内面までが浅 く、焼成は堅緻である。312～ 316は B類大型に分類され

る。312は底部下端がやや張 り出す。底部から体部にかけてごく薄い段差が見られる。底部内面中央が大きく

凹む。313～315は底部下端が若千張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。314は 底部内面にロ

クロロが強く残る。316は底部から体部にかけてやや外反しながら立ち上がる。317は C類中型に分類される。

317は 底部下端が多きく張 り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。日径に対する底径の比率が非

常に高い。318は C類大型に分類される。318は 底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。底部内面を平坦に

調整し、底部と体部の境は不明瞭で底部から引き続きなだらかに口縁部へと至る。

6号掘立柱建物 (SB06:第30～32図・第17018表・図版20021)

グリッド:セ～ター19～20区 にある。SB26・ 28と 重複している。南北 1間、東西 4間の構造である。

319は龍泉窯系青磁碗の口縁部片で、日縁は直に立ち上がり、外面に鏑蓮弁文が施されている。13世紀中頃

から14世紀初頭にかけてのものである。320は 自磁皿の回縁部片であり、口縁は直に立ち上がり外反している。

皿Ⅸ類に相当し13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。321は備前壺の肩部片で、外面に3条の沈

線がみられる。Ⅳ期に相当し14世紀後半から15世紀前半に位置するものと思われる。

掲載
番号

種 別 器 種
層
構

土出
遺 調 整 (外面) 調 整 (内面) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土

径

ｍ＞
口
＜ｃ

径

ｍ＞

底

＜ｃ
粘
＜ｃｍ＞

備 考

土師器 不 SB06 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
lnun以 下の鉱物・砂粒 1225 回転糸切 板状圧痕 外指頭痕

土師器 不 SB06 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
にぶい橙

(75YR7/4)
にぶい橙

(75YR7/4)
2血以下の鉱物・砂粒 回転糸切 圧痕 外指頭痕

土師器 小皿 SB06 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ
にぶい橙

(75YR7/3)
浅黄橙

(10YR8/4)
ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 炭化物付着

土師器 小 皿 S306 回転ナデ 回転ナデ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

ごく微小の鉱物・砂粒 回転糸切 板状圧痕 内底ロクロロ

第18表 SB06内 出土遺物観察表 土師器
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第33図 SB07実沢1図

出土土師器の総重量は2,097gで あつた。322、 323は 杯でB類中型に分類される。底部下端が若干張 り出し、

底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上がる。322は焼成が堅緻である。

324は 小Illlで B類大型に分類される。底部下端がわずかに張 り出す。底部から体部にかけて曲線的に立ち上

が り、日縁部を薄 く仕上げる。底部内面を平坦に調整する。焼成は堅級である。325は 小皿底部～体部片であ

る。底部から体部にかけての一部に段差が見られる。

7号掘立柱建物 (SB07:第33034図 0第 19表 。図版22)

チ～テー19～20区 で検出した。南佃1ほ ぼ半分は調査区外にあたる。南北は不明であるが、東西は 3間の構造

となる。SB08と 重なり合っている。ほとんどの柱穴が径40cm未満、深さも50cmほ どと小ぶ りである。

出土土師器の総量は479gで あつた。326～ 328は杯である。326は B類中型に分類される。底部から体部にか

けて曲線的に立ち上がる。327、 328は底部～体部片である。いずれも底部下端がやや張 り出す。

8号掘立柱建物 (SB08:第35図 )

ツ～ トー19～20区 に位置する。大部分は南側の調査区外にある。東西の柱間は4間 と思われる柱穴の径は50

cmほ ど、検出面からの深度は50cmを 測る。

9号掘立柱建物 (S309:第35～37図・第20021表 。図版23024)

二～ヌ…20～ 21区 に位置する。南北 3間、東西 2間、南北方向にやや細長い形状を呈する。柱穴の径は30cm

程度と小さめで、深度は40～ 50cmほ どである。

329は 龍泉窯系青磁碗の日縁部片で、外面に鏑蓮弁文が施されている。碗Ⅱ一b類 に相当し13世紀初頭から

13世紀前半にかけてのものである。330は 龍泉窯系青磁碗の回縁部片で、外面に鏑蓮弁文が施されている。碗

Ⅱ―b類に相当し13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。

311は 鋼貨である。銭文は「元豊通宝」と読める。渡来銭もしくはその模鋳銭かと考えられる。

10号掘立柱建物 (SB10:第38～40図 。第22・ 23表 。図版25026)

D地区、グリッド:二 ～ヌー22～ 23区 にある。東領1にSBllが隣接 している。柱穴の径は30cmほ どで、検出

―
メ
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327

第34図 SB07内出土遺物実測図 土師器

面からの深度は30～50cmを測る。南北 2間 ×東西 3間の主屋があり、北 。東・西側に庇がつく構造であろう

か。

332は東播系須1恵器壼の頸部片で、内面に剥離痕と思える痕跡をのこしている。

333は土師器不でC類小型に分類される。器高が低 く、全体的に1器壁が薄い。底部と体部との境は不明瞭で、

底面から引続いて緩やかに体部へと移行するが、底部下端が張り出す部分も見られる。

11号掘立柱建物 (SBH:第 41～ 43図・第24・ 25表・図版27・ 281

D地区、グリッド:ヌ ～ネー22～ 24区にある。東側にはSD12、 西惧1に はSB10が隣接している。柱穴の径は

30cmほ どで、検出面からの深度は30～50cmを測る。 2間 ×2間の主屋があり、北側に庇がつく構造か。

334は龍泉窯系青磁不の日縁～底部片で、内・外面ともに無文である。杯Ⅲ-1類に相当し13世紀中頃から

14世紀初頭にかけてのものである。

335は土師器小皿でA類中型に分類される。底部下端が若干張り出し、底部から口縁部にかけて直線的に立

ち上がる。日縁部はやや外反気味に薄く仕上げられる。底部が厚く、回縁部から底部内面までがごく浅い。焼

成は1堅緻である。

12号掘立柱建物 (SB12:第44～46図・第26・ 27表・図版29030)

D地区、グリッド:ヌ ～ネー22～23区 にある。SB22と 重なり合つている。南東の柱穴のみがやや大きめで

あるが、それ以タトは、柱穴の径が30cmほ どで、検出面からの深度は30～ 50cmを 測る。

336は備前橘鉢の口縁～底部片で、口縁部外面上部がややへこみ、内面には6条 1単位の櫛目がみられる。

Ⅲa期に相当し14世紀代のものである。

出土土師器の総重量はlβ21 gであった。小皿に比べ不の出土量が多い。337～343は杯である。337～340は

B類中型に分類される。いずれも器高が4.Ocm以 上と高い。337、 340は底部下端が張り出し、底部から体部に

載
号

掲
番 種 別 器 種 蠣構

出
遺 調 整(外面). 調 整 (内面) 色調 (外面) 色調 (内面) 胎  土 唯

ｍ
離
ｍ

縞
ω

備 考

326 土師器 杯 SB07 回転ナデ 回転ナデ→ナデ
灰自

(10YR3/2)
灰白

(10YR8/2)
剛 下の鉱物・砂粒 912 32 回転糸切 板状圧痕 内薄く鉄分

付着 磨耗 反転復元

327 土師器 不 SB07 回転ナデ 回転ナデ→指ナデ 用
剛

・２ 励呻
ごく微小の鉱1物 :砂粒 回1転糸切 板状圧痕

328 土師器 不 SB07 回転ザ 回転ナデー指ナデ 浅黄橙
(lllYR8//3)

厳 橙
(10YR8/3)

2mm以下の鉱物・砂粒 76 回転糸切 反転復元

第19表 SB07内出土遺物観察表 土師器

図版22 SB07内出土遺物写‐真 土師器
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第35図  SB08 0 09実 測図

かけて直線的に立ち上がる。338は 底部下端に糸痕跡、340は 外面にロクロロが残る。338は底部下端が張 り出

し、底部から体部にかけてやや曲線的に立ち上がる。339は 底部下端が張 り出す。底部から体部にかけて直線

的に立ち上がるが、器形の歪みによリー部に屈曲が見られる。341は B類大型に分類される。器高が4.4cmと 高

い。底部下端が張 り出し、糸痕跡が残る。底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。342～343は底部～体部

片である。いずれも底部下端が張 り出す。

344、 345は 小皿である。344は B類大型に分類される。底部下端が張 り出し、底部から体部にかけて直線的

に立ち上がるが、一部には段差が形成される。345は C類小型に分類される。底部から体部にかけて直線的に

立ち上がる。

346は 滑石製石鍋片である。上端に鍔の下端部が確認され、それ以下には縦方向のノミ痕跡が広がる。

13号掘立柱建物 (SB13:第47048図 。第28表 。図版31)

D地区、グリッド :ノ ～ヘー26～ 27区 にある。SC26。 SC29の 北恨1に位置する。東西 3問。南北 1間 の構造

と思われ、柱穴の径、検出面からの深度ともに30cm程度である。

347は 土師器杯体部片かと考えられる。復元口径が10.2cmと 非常に小さい。焼成は堅級である。
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第36図 SB09内 出土遺物実測図 陶磁器

329

図版23 SB09内出土遺物写真 陶磁器

330

15号掘立柱建物 (SB15:第49図 )

D地区南東部、グリッド:ネ ～ノー29～30区で検出した。SB16・ SB20。 SB21と 重複している。柱穴の径、

検出面からの深度ともに30cm程度である。 3間 ×3間の柱間構造をもつ。

16号掘立柱建物 (SB16:第49図 )

D地区南東部、グリッド:ネ ～ノー29～ 30区 で検出した。SB15。 SB20。 SB21と 重複 している。柱穴の径、

検出面からの深度ともにSB15と 同様に30cm程度である。 2間 ×2間の柱間構造である。

17号掘立柱建物 (SB17:第50・ 51図 0第29表 。図版32)

ニー30区で確認 した。SB18と 重なっており、時期差がある。東西に 3間、南北に 1間の構造で、柱穴の径

は40cmほ どで、検出面からの深度は30～ 50cmを 測る。

出土土師器の総重量は650gであった。348は B類大型に分類される。器高が5.lcmと 非常に高い。底部下端

が張り出し、底部から体部にかけて直線的に立ち上がる。内外面にはロクロロが極めて明瞭に残る。349は C

類小型に分類される。底部が張 り出し、底部から体部にかけて曲線的に立ち上がる。器形の歪みが大きい。

350は底部～体部片である。底部下端が張 り出し、糸痕跡が残る。

掲載
番号

種 別 器 種
層
構

上出
遺 調 整(外面) 調 整 (内面) 胎 土 口径(cm) 底径(cm) 器高 (cm) 備 考

青磁 碗 SB09 施釉 施釉 灰白色 (反転復元)龍 泉窯系碗Ⅱ―b類

330 青 磁 碗 SB09 施釉 施釉 灰白色 (反転復元)龍 泉窯系碗Ⅱ―b類

第20表 SB09内 出土遺物観察表 陶磁器
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331

第37図 SB09内 出土遺物実測図 銅銭

図版24 SB09内出土遺物写真 銅銭

18号掘立柱建物 (SB18:第52図 )

D地区南東部、グリッド:ニ ー30～ 31区で検出した。

柱穴の径は30cm程度、検出面からの深さは20cmを 測る。

Cm

SB21の西側に位置し、SB17・ SB19と 重複している。

1間 ×1間の柱間構造をもつ、小さな建物である。

19号掘立柱建物 (SB19:第52図 )

D地区南東部、グリッド:ナ ～ニー30～ 31区で検出した。SB17・ SB18と 重複している。柱穴の径、検出面

からの深度ともに30cm程度である。北西部分の柱穴は北半分が調査区外となっている。

20号掘立柱建物 (SB20:第52図 )

D地区南東部、グリッド:ヌ ～ノ

東西 5間の構造であり、東西に細長く

21号掘立柱建物 (SB21:第52図 )

D地区南東部、グリッド:ヌ ～ネー29～ 31区で検出した。SB15。 SB16・ SB20と 重複している。柱穴の径は

30cm、 検出面からの深度は20cm程度を測る。

22号掘立柱建物 (SB22:第53図 )

D地区東傾1やや南より、グリッド:二 ～ネー26～ 27区 で確認した。SB12と 重なり合っている。柱穴の径は

約30cmで 、検出面からの深度は30～ 50cm程度である。

24号掘立柱建物 (SB24:第53図 )

D地区東側北より、グリッド:ヌ ～ネー19～ 20区 にある。SB34と 重なり合っている。東倶1ほ ぼ半分は調査

区外にある。柱穴の径は30cmほ どで、検出面からの深さは30～ 50cmほ どとなつている。

26号掘立柱建物 (SB26:第53図 )

D地区の北側やや西より、グリッド:セ ～ター19～20区で確認した。SB06、 SB28と 重なり合っている。東

-29～ 30区 で検出した。SB15。 SB16・ SB21と 重複 している。南北 2間、

なっている。柱穴の径は30～ 40cm、 検出面からの深度は30cm程度である。

掲載
番号

種 別 器  種
出土層
遺 構

調 整 (外面 ) 調 整(内面) 色調 (外面 ) 色調 (内面 ) 胎   土
n'48
( cm)

底径
(cm)

器高
(cm)

備 考

銅銭 元豊通宝 SB09
27g 初鋳1078年

第21表 SB09内 出土遺物観察表 銅銭
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第38図 SB10実測図

西にやや細長い構造となってお り、柱穴の径は30cmほ どで、検出面からの深度は30～50cmを 淑1る 。

28号掘立柱建物 (SB28:第54図 )

グリッド:セ ～ター19～20区 、SB06・ 26と 重なって検出した。南北 5m、 東西5.4mの建物で、南北 2間、

東西 3間の構造をもつ。

29号掘立柱建物 (SB29:第54図 )

グリッド:セ ～ソー24～ 25区で確認 した。南北 4m、 東西2.2mの規模をもち、柱穴の径は30cm、 深さは40

～60cmを 測る。

30号掘立柱建物 (SB30:第55図 )

グリッド:セ ～ソー25～ 26区で確認 した。やや崩れた方形状を呈 してお り、中心部分には小型の柱穴が並

ぶ。検出面からの深度は60cmほ どとやや深い。

31号掘立柱建物 (SB31:第55図 )

グリッド:シ ～スー28～ 30区 で確認 した。南北 6m、 柱穴の径は30～ 40cm、 深さは40～ 70cmを 測る。西佃1の

大部分が調査区外に位置するため、全体像は明確ではない。

32号掘立柱建物 (SB32:第56図 )

グリッド:ス ～セー29～ 30区で確認 した。南北 1間 、東西 2間 の構造である。柱穴の検出面からの深度は20

～70cmと 幅がある。

0         2m
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